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・
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・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

柔
道
は
、
大
澤
慶
己
、
長
谷
川
博
之
、
腹
巻
宏
一

吉
村
和
郎
、
山
内
直
人
の
５
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147
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論文発表を真剣に聞く出場拳士たち論文発表を真剣に聞く出場拳士たち

会場の各所で広がった国際交流の輪会場の各所で広がった国際交流の輪
観戦する宮田亮平名誉大会会長観戦する宮田亮平名誉大会会長
（前文化庁長官・左）（前文化庁長官・左）
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本選の部・最優秀賞の演武本選の部・最優秀賞の演武

単独演武男子有段　単独演武男子有段　日本／城澤大河日本／城澤大河

一般男子四段以上（組演武）　一般男子四段以上（組演武）　日本／合田仁一郎、大西千匡日本／合田仁一郎、大西千匡一般女子三段以上（組演武）　一般女子三段以上（組演武）　日本／山本瀬菜、笹川理菜日本／山本瀬菜、笹川理菜

アンダー12（組演武）アンダー12（組演武）
日本／白濵芽花、高木杏日本／白濵芽花、高木杏

男子マスターズ（組演武）男子マスターズ（組演武）
日本／山﨑武宏、大﨑剛日本／山﨑武宏、大﨑剛

一般（団体演武）一般（団体演武）　日本／髙橋右京、谷龍一、那須心星、村社光翼、山口輝、三谷聡伸、前田琉彗、川﨑空人、天野正輝、小林伽唯吏　日本／髙橋右京、谷龍一、那須心星、村社光翼、山口輝、三谷聡伸、前田琉彗、川﨑空人、天野正輝、小林伽唯吏

アンダー15（団体演武）アンダー15（団体演武）　日本／和田ゆりあ、⽵山桜⼦、藤本凪、　日本／和田ゆりあ、⽵山桜⼦、藤本凪、
大原琉愛、⽵山橙⼦、⻤頭由奈大原琉愛、⽵山橙⼦、⻤頭由奈

アンダー12（団体演武）アンダー12（団体演武）　日本／李美恵佳、横井勇大、瀬谷洸惺、乾愛咲、　日本／李美恵佳、横井勇大、瀬谷洸惺、乾愛咲、
⽚岡⻁鉄、戎⼦涼弥、高橋凜乃、上野志翔、高橋神威、戎⼦芯平⽚岡⻁鉄、戎⼦涼弥、高橋凜乃、上野志翔、高橋神威、戎⼦芯平
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マイシードマイシード

様々な障がいを持つ拳士が演武を発表。様々な障がいを持つ拳士が演武を発表。
目の不自由な拳士（写真）が、パートナーの手拍⼦で位置目の不自由な拳士（写真）が、パートナーの手拍⼦で位置
を確認しながら、日々の修練の成果を存分に披露していた。を確認しながら、日々の修練の成果を存分に披露していた。

発表の部発表の部

団体演武（ファミリー）団体演武（ファミリー）

家族（２家族の合同も可）を中心、または同じ都道府県所属の家族（２家族の合同も可）を中心、または同じ都道府県所属の
高齢者同士の４名以上の集団で演武。高齢者同士の４名以上の集団で演武。

団体演武（ファミリー）団体演武（ファミリー）

７〜９歳の拳士が組演武を発表。７〜９歳の拳士が組演武を発表。

インターナショナルインターナショナル

所属国を超えた拳士たちによる団体および組演武。所属国を超えた拳士たちによる団体および組演武。

老若男女の各国拳士たちが老若男女の各国拳士たちが
鍛えた技を披露鍛えた技を披露
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【大会結果】
■男⼦マスターズ（組演武）
▶最優秀賞＝⼭﨑武宏（六段）、大﨑剛（五段）／日本
▶優秀賞＝神保隆志（五段）、⻲井貴史（五段）／日本
▶優良賞＝⽚⼭英樹（五段）、近内俊介（五段）／日本
▶敢闘賞＝大森⼀浩（六段）、⾨⾕政智（五段）／日本

ジアンニ・ランブルジ（三段）、マリオ スカル
ラタ（三段）／イタリア
伊藤宏治（七段）、荒井英俊（六段）／日本

■女⼦マスターズ（組演武）
▶最優秀賞＝吉野有紀（六段）、井上理栄⼦（三段）／日本
▶優秀賞＝早⽥節⼦（五段）、⽚庭美穂（三段）／日本
▶優良賞＝齋藤友紀（三段）、古橋⿇⾐⼦（初段）／日本
▶敢闘賞＝ロッタ・ウェルサル（三段）、ロヴィサ・アクセ

ーレジョンソン（四段）／スウェーデン
カズコ・ノイチ（四段）、アツミ・カナエ（四段）
／ニュージーランド
ヌルル・アスマ・シャミダン（五段）、テティ・
ユリアンティ（五段）／インドネシア

■⼀般男⼦四段以上（組演武）
▶最優秀賞＝合⽥仁⼀郎（四段）、大⻄千匡（四段）／日本
▶優秀賞＝松本圭司（六段）、坂⽥浩司（五段）／日本
▶優良賞＝⾕⿓⼀（四段）、三⾕聡伸（三段）／日本
▶敢闘賞＝⽵井祐⼆（四段）、築地⾶武（四段）／日本

⼩澤晴太（五段）、⻘⽊賢祥（四段）／日本
加藤利彦（六段）、加藤智弘（五段）／日本

■⼀般男⼦三段（組演武）
▶最優秀賞＝河原真⼆（三段）、⽊村柊太（三段）／日本
▶優秀賞＝箕浦健介（三段）、古川晴也（三段）／日本
▶優良賞＝レビー・プラタマ・シャム（三段）、エリック・

サブトラ（三段）／インドネシア
▶敢闘賞＝関⼝彩春（三段）、⽊寺悠太（三段）／日本

アクパル・スリャディナタ（三段）、ケイ・イマ
ヌエル（三段）／インドネシア
ラシッド・グエンドウズ（三段）、ノエル・リー

（三段）／フランス

■⼀般男⼦⼆段（組演武）
▶最優秀賞＝ユスタンティノ・エルマセル（⼆段）、ディオ

ニシウム・ラムリ（⼆段）／インドネシア
▶優秀賞＝齋藤巧弥（⼆段）、齋藤旭（初段）／日本
▶優良賞＝藤村憲（⼆段）、鵜川真吾（⼆段）／日本
▶敢闘賞＝芝⽥壮（⼆段）、⾼橋⾶翔（⼆段）／日本

ブルーノ・パトリシオシルバ（初段）、ホアオ・
ペドロ（⼆段）／ポルトガル
ダビット・アレクサンダー・リベイロ（⼆段）、
ファオ・ペドロ・テイヘイラ・マガリャエス（⼆
段）／ポルトガル

■⼀般男⼦初段（組演武）
▶最優秀賞＝深澤遥仁（初段）、池⽥亘輝（初段）／日本
▶優秀賞＝園⽥凛之介（初段）、岡本歩夢（初段）／日本
▶優良賞＝シブリアヌス・パルベノ（初段）、ザカリアス・

ナイメナ（初段）／インドネシア
▶敢闘賞＝越智健⽣（初段）、杉村大志（初段）／日本

レオナルド・リオ・アレクサンダー（初段）、デ
イビッド・スタント（初段）／インドネシア
アリス・プルノモ（初段）、アデ・コテア・サブ
トラ（初段）／インドネシア

■⼀般男⼦級拳⼠（組演武）
▶最優秀賞＝ギルベルト・ファレリノ・トトモネ（１級）、

アリスト・ナベン（１級）／インドネシア
▶優秀賞＝⽊下歩孝（１級）、平景⻁（１級）／日本
▶優良賞＝ディディ・ラヒム・ラマダン（１級）、ムハマド・

ファツル・ラマン（１級）／インドネシア
▶敢闘賞＝日暮翔（１級）、サンチェス・アレクシス・テタ

ンコ（１級）／日本
上⽥隼⼈（３級）、三輪剛之（３級）／日本
ルネース・アヴドゥ（２級）、ティマド・アヴド
ゥ（３級）／フランス

■⼀般女⼦三段以上（組演武）
▶最優秀賞＝⼭本瀬菜（四段）、笹川理菜（四段）／日本
▶優秀賞＝⼩川璃⼦（三段）、齋藤美優（四段）／日本
▶優良賞＝⾼橋明日⾹（四段）、⼭本望（四段）／日本
▶敢闘賞＝ナンディカ・ララサティ（三段）、ティルサ・ア

ユンダ・リザルディ（三段）／インドネシア

■⼀般女⼦⼆段（組演武）
▶最優秀賞＝郡⼭悠（⼆段）、阿蘓品花⾳（⼆段）／日本
▶優秀賞＝ヌル・インダー・エカヤンティ（⼆段）、ユリア・

サリ（⼆段）／インドネシア
▶優良賞＝古⼝沙羅（初段）、千葉真⾐（⼆段）／日本
▶敢闘賞＝⽵内妃桜（初段）、⻑⽥⼼愛（⼆段）／日本

マリー・バレンティン（⼆段）、オーレリー・ロ
シェル（⼆段）／フランス

■⼀般女⼦初段（組演武）
▶最優秀賞＝國吉咲⽉（初段）、⿅喰美乃⾥（初段）／日本
▶優秀賞＝イングキー・ピニス（初段）、ファトリア・ディ

フォバンティ・ラジ（初段）／インドネシア
▶優良賞＝與語優那（初段）、芝野美⽻（初段）／日本
▶敢闘賞＝関⾳葉（初段）、橋本あかり（初段）／日本

ワンダー・アニサ・サブリナ・アリヤ・ファウ
ジア（初段）、カトリナ・ビルギタ・トゥユ（初
段）／インドネシア
ダニエラ・ヴァスコダシルバ（初段）、イネス・
ファリパ・ジェロニモ・サントス（初段）／ポ
ルトガル

■⼀般女⼦級拳⼠（組演武）
▶最優秀賞＝アビバ・アメリア・イスカンダル（１級）、デ

ィンダ・リズキ・アマリア（１級）／インド
ネシア

▶優秀賞＝デウィンダ・ペリナ・ピニス（１級）、ロマンナ・
ケンシ・バラ（１級）／インドネシア

▶優良賞＝ララサティ・サンドラ・デビ（１級）、レナステ
ィ・ブラティウィ（１級）／インドネシア

▶敢闘賞＝佐藤菜々美（２級）、松下絢葉（２級）／日本
⼾⽥唯葵（３級）、本郷祥千（３級）／日本
⾦⽥弥桜（３級）、大⾕娃夢（４級）／日本

■女⼦護⾝技法有段（組演武）
▶最優秀賞＝荒井大輝（三段）、三枝芽⾐（四段）／日本
▶優良賞＝重⾥海⽃（⼆段）、三笠七海（三段）／日本
▶優良賞＝ランディカ・アロディ（三段）、ハフサ・ラティ

ファ・カイルンニサ（三段）／インドネシア
▶敢闘賞＝喜多あみる（三段）、⽟井良侑（三段）／日本

ムハマド・サムシヤル（⼆段）、ソラヤ・アファ
ファ（⼆段）／インドネシア
ハナ・セドバーグ（三段）、アルノー・ティケ（四
段）／スウェーデン

（143 ページに続く）
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ニュース　少林寺拳法世界大会

２
日
目

２
日
目
（
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
②
・
③
、
閉
会
式
）

（
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
②
・
③
、
閉
会
式
）

　

本
戦
終
了
後
、
第
２
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン

ス
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
日
本
の
４
カ
国
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
行
わ
れ
て
い
る
運
用
法

の
披
露
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
第
３
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
東
京

都
少
林
寺
拳
法
連
盟
に
よ
る
錫
し
ゃ
く

杖じ
ょ
うの
演
武

披
露
が
行
わ
れ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
本
選
演
武
の
表
彰
式
・

メ
ダ
ル
授
与
、
各
国
連
盟
の
継
続
表
彰
が

行
わ
れ
た
後
、
渡
辺
待
男
大
会
実
行
委
員

長
が
「
今
後
と
も
皆
様
と
互
い
に
協
力
し

あ
っ
て
、
少
林
寺
拳
法
と
い
う
文
化
を
良

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
大
会
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
神
田
鍛
冶
町
二
丁
目
会

に
よ
る
御お
み
こ
し

神
輿
の
披
露
が
行
わ
れ
た
。
御

神
輿
を
担
い
だ
協
会
員
た
ち
が
、
祭
囃ば
や

子し

に
合
わ
せ
大
道
場
を
練
り
歩
き
、
会
場
の

拳
士
・
観
客
は
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し

ょ
い
」
と
掛
け
声
を
か
け
た
。

　

最
後
に
村
瀬
晃
啓
大
会
副
実
行
委
員
長

が
閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、
大
会
は
盛せ
い

会か
い

裡り

に
終
了
し
た
。

デモンストレーション③・錫杖演武デモンストレーション③・錫杖演武

大会実行委員長謝辞大会実行委員長謝辞
渡辺待男東京都少林寺拳法連盟理事長渡辺待男東京都少林寺拳法連盟理事長 神田鍛冶町二丁目会による御神輿渡御神田鍛冶町二丁目会による御神輿渡御

前回大会（カリフォルニア）以降に節目の年を迎えた次の 10カ国の連盟が継続表彰を受賞した。前回大会（カリフォルニア）以降に節目の年を迎えた次の 10カ国の連盟が継続表彰を受賞した。
日本（60周年）、フランス（50周年）、マレーシア（30周年）、スペイン（20周年）、フィンランド（20周年）、日本（60周年）、フランス（50周年）、マレーシア（30周年）、スペイン（20周年）、フィンランド（20周年）、
ドイツ（20周年）、アメリカ（10周年）、スイス（10周年）、ウクライナ（10周年）、イギリス（10周年）ドイツ（20周年）、アメリカ（10周年）、スイス（10周年）、ウクライナ（10周年）、イギリス（10周年）

デモンストレーション②・運用法披露デモンストレーション②・運用法披露
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（大会結果つづき）
■女⼦護⾝技法級拳⼠（組演武）
▶最優秀賞＝⽶澤咲哉（２級）、吉村希海（２級）／日本
▶優秀賞＝前越佳⾳（２級）、平⽊良和（５級）／日本
▶優良賞＝三浦大知（３級）、河上紗歌（３級）／日本
▶敢闘賞＝アンバー・ノエ（２級）、コリン・ブライアン・

ボワーズ（３級）／アメリカ
ヒクマル・ファウザン・アブラル（１級）、ア
ニサティア・サブトリ（１級）／インドネシ
ア

■アンダー 15 男⼦（組演武）
▶最優秀賞＝加藤⼼（初段）、加藤結仁（初段）／日本
▶優秀賞＝大村航太郎（⼆段）、中村悠希（⼆段）／日本
▶優良賞＝前⽥明樹（⼆段）、⼩池康成（初段）／日本
▶敢闘賞＝レイ・ヤマモト（初段）、カイカワグチ（２級）

／アメリカ・
ハティム・ケイ（初段）、タヘル・ケイ（初段）
／インド
ムスカ・アルンクマー（初段）、ブラットヤッ
シュ・ゴウラ（初段）／インド

■アンダー 15 女⼦（組演武）
▶最優秀賞＝⽵⼭桜⼦（⼆段）、藤本凪（初段）／日本
▶優秀賞＝岩⽥笑（⼆段）、仲川実希（初段）／日本
▶優良賞＝⼩野緒⼼（初段）、甲斐星凜（初段）／日本
▶敢闘賞＝アゼティ・ナイラ・タビナ（１級）、アラ・ア

ングライニ（１級）／インドネシア

■アンダー 12（組演武）
▶最優秀賞＝⽩濵芽花（初段）、⾼⽊杏（１級）／日本
▶優秀賞＝森⾕薙優（３級）、⼭⽥実咲（３級）／日本
▶優良賞＝向井天⿇（初段）、藤⽥結（２級）／日本
▶敢闘賞＝インドラ・ブルナマ・タンバニ（３級）、カイ

ラツ・アロジャ・カンザ（３級）／インドネ
シア
ユバ・サンダーソン（１級）、アマラ・アルン
クマー（１級）／インド

■男⼦有段（単独演武）
▶最優秀賞＝城澤大河（日本・三段）
▶優秀賞＝⼩⽥翔（日本・三段）
▶優良賞＝⻘⽊蓮弥（日本・四段）
▶敢闘賞＝フェルナンド・モデストス・アラエ・バラ

（インドネシア・初段）
マリオ・モニス・ベレ（インドネシア・初段）
ダン・サンボー（カンボジア・三段）

■男⼦級拳⼠（単独演武）
▶最優秀賞＝カダン・ムルヤネ・グスティ

（インドネシア・１級）
▶優秀賞＝澤野なつき（日本・１級）
▶優良賞＝ベレル・イマヌエル・クフリマ

（インドネシア・１級）
▶敢闘賞＝⼩寺正弘（日本・１級）

樋⼝集⽃（日本・４級）
ジョハネス トラエゲル（ドイツ・４級）

■女⼦有段（単独演武）
▶最優秀賞＝河原やよい（日本・三段）
▶優秀賞＝中⾕亜美（日本・三段）
▶優良賞＝三上らむ（日本・⼆段）
▶敢闘賞＝ダニエタ・エルリンダ・ベラビアナ

（インドネシア・三段）
ナイラ・アフヤ・シャルフィナ・アスワ
（インドネシア・初段）
リニ・アニタ（インドネシア・三段）

■女⼦級拳⼠（単独演武）
▶最優秀賞＝松⾕咲歩（日本・２級）
▶優秀賞＝駒井⼀菜（日本・２級）
▶優良賞＝⼀甲夏希（日本・２級）
▶敢闘賞＝メイシャ・ヌルマヤ・ブツ（インドネシア・１級）

ナウラ・ラマダニ・アスワリ
（インドネシア・１１級）
ビクトリア・ヒデン（スウェーデン・３級）

■⼀般（団体演武）
▶最優秀賞＝日本［髙橋右京（四段）、⾕⿓⼀（四段）、那

須⼼星（四段）、村社光翼（三段）、⼭⼝輝（三
段）、三⾕聡伸（三段）、前⽥琉彗（三段）、川
﨑空⼈（三段）、天野正輝（三段）、⼩林伽唯吏（三
段）］

▶優秀賞＝日本［松本圭司（六段）、坂⽥浩司（五段）、大
⻄美咲（三段）、⼭⽥紫園（三段）、阿蘓品泰輝（三
段）、⾖⼭陽哉（⼆段）、大⻄彪雅（四段）、⻑⽥
洵雲（⼆段）、大河内永遠（⼆段）］

▶優良賞＝日本［中原莉衆（三段）、中⾕亜美（三段）、岡
⽥凜（三段）、河原真⼆（三段）、萩原嗣也（三段）、
御宮知大貴（三段）、⽊村柊太（三段）、鍬⽥由典（三
段）、⿊⽊智廣（三段）、鵜川真吾（⼆段）］

▶敢闘賞＝インドネシア［アリスト・ナベン（１級）、ファ
クトリア・デルファバンティ・ラジャ・フキ（初
段）、ゲベリン・ラデウィラ（１級）、ベレル・
イマヌエル・クフリマ（１級）、ダニエタ・ベラ
ビアナ（三段）、マリオ・モニス・ベレ（初段）、
アクバル・スリャディナタ（三段）、ケイ・イマ
ヌエル（三段）、ナンディカ・ララサティ（三段）、
ハギエス・ムガラ（三段）、アディンダ・プトリ・
ソフヤン（三段）、ティルサ・アユンダ・リザル
ディ（三段）］
インドネシア［アドイタ・サブトラ（⼆段）、ス
シ・スタンティ（⼆段）、ムハマド・スムシヤル

（⼆段）、ソラヤ・アファファ（⼆段）、ムハマド・
アミン（⼆段）、エリス・ヌルル・フダ（⼆段）］

■アンダー 15（団体演武）
▶最優秀賞＝日本［和⽥ゆりあ（⼆段）、⽵⼭桜⼦（⼆段）、

藤本凪（初段）、大原琉愛（初段）、⽵⼭橙⼦（初
段）、⻤頭由奈（初段）］

▶優秀賞＝日本［⿊井千路（４級）、⽻⽥⼩町（３級）、北
出桃⾹（初段）、⽩濵苺⾹（初段）、櫻井隆太（２
級）、奥野佑樹（２級）、⽻⽥侃太朗（２級）、姉
崎結（初段）、本⽥明莉（初段）］

▶優良賞＝日本［外⼭莉湖（初段）、井上航（初段）、⾵⾕
大翔（初段）、吉⽥実⽣（初段）、大岩咲芭（初段）、
井上晴（初段）、大岡三紗（初段）、東⼝悠⽣（初段）］

■アンダー 12（団体演武）
▶最優秀賞＝日本［李美恵佳（初段）、横井勇大（初段）、

瀬⾕洸惺（初段）、乾愛咲（３級）、⽚岡⻁鉄（３
級）、戎⼦涼弥（３級）、⾼橋凜乃（３級）、上
野志翔（４級）、⾼橋神威（４級）、戎⼦芯平（５
級）］

▶優秀賞＝日本［⼟屋和貴（初段）、大嵩治季（初段）、吉
⽥湧⼈（２級）、吉⽥吏玖（２級）、宮崎新太（４
級）、藤島魁⼠（５級）］

▶優良賞＝日本［⽩濵芽花（初段）、⾼⽊杏（１級）、⿊井
爽陽（２級）、北出⼼奈（１級）、⻘⼭遼（２級）、
⽻⽥丞之介（６級）、壽健汰（６級）、櫻井蒼太（３
級）］
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ニュース　世界相撲選手権大会

　

２
０
２
３
世
界
相
撲
選
手
権
大
会
が
10

月
８
日
、
東
京
・
ア
リ
ー
ナ
立
川
立
飛
で

開
催
さ
れ
、
世
界
28
カ
国
・
地
域
424
名
の

選
手
が
参
加
し
た
。
前
日
の
７
日
に
は
、

２
０
２
３
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
相
撲
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
催
は
大
阪
・
堺
大

会
以
来
４
年
ぶ
り
。

　

世
界
選
手
権
大
会
は
、
個
人
戦
と
し

て
、
軽
量
級
、
中
量
級
、
軽
重
量
級
、
重

量
級
、
無
差
別
級
、
団
体
戦
の
６
部
門
が

行
わ
れ
、
男
子
重
量
級
・
草
野
直
哉
（
日

本
大
）、
女
子
無
差
別
級
・
久
野
愛
莉
（
東

洋
警
備
保
障
）、
男
子
団
体
戦
で
日
本
が

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
は
軽
重
量

級
を
除
い
た
５
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
日
本
勢
が
男
女
合
わ
せ
て
７
部
門

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

重量級・決勝＝草野（右）が寄り切りで勝利重量級・決勝＝草野（右）が寄り切りで勝利

２
０
２
３
世
界
相
撲
選
手
権
大
会

２
０
２
３
世
界
相
撲
選
手
権
大
会

個
人
戦
で
男
子
重
量
級
・
草
野
直
哉
、

個
人
戦
で
男
子
重
量
級
・
草
野
直
哉
、

女
子
無
差
別
級
・
久
野
愛
莉
、男
子
団
体
戦
で
金
メ
ダ
ル

女
子
無
差
別
級
・
久
野
愛
莉
、男
子
団
体
戦
で
金
メ
ダ
ル

日本勢
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上
が
り
迎
え
た
３
位
決
定
戦
。
シ
ャ
ル
ア

ボ
ル
ジ
（
モ
ン
ゴ
ル
）
に
叩
き
込
み
で
勝

利
。
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

■
中
量
級

優
勝
＝
ク
ル
フ
ス
キ
イ
ェ
ホ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

２
位
＝
龍
山
和
彦
（
瀬
戸
内
町
役
場
）

３
位
＝
ド
ン
ガ
ク
ス
ル
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
）

３
位
＝
ク
ル
マ
ラ
ハ
ヌ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）

　

龍
山
は
国
際
大
会
初
出
場
な
が
ら
も
決

勝
ま
で
勝
ち
上
が
る
。
決
勝
戦
は
ク
ル
フ

ス
キ
が
寄
り
切
り
で
龍
山
を
下
し
、
龍
山

は
２
位
に
入
賞
し
た
。

■
軽
重
量
級

優
勝
＝
ダ
イ
ア
ウ
リ
ワ
ジ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

２
位
＝
三
輪
隼
斗
（
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）

３
位
＝
バ
ー
サ
ン
ド
ル
ジ
ュ
バ
ド
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ン
ゴ
ル
）

３
位
＝
ロ
ズ
ン
ア
ロ
ン
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

　

三
輪
は
５
度
目
の
国
際
大
会
の
舞
台
。

決
勝
の
相
手
は
昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

ズ
中
量
級
王
者
の
ダ
イ
ア
ウ
リ
。
試
合
は

ダ
イ
ア
ウ
リ
が
下
手
出
し
投
げ
で
勝
利
。

三
輪
は
２
位
入
賞
と
な
っ
た
。

■
重
量
級

優
勝
＝
草
野
直
哉
（
日
本
大
）

２
位
＝
カ
ン
ガ
イ
ナ
ラ
ン
バ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ン
ゴ
ル
）

３
位
＝
ピ
エ
ル
シ
ア
ク
イ
ェ
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

３
位
＝
ジ
ェ
ラ
ゼ
ラ
シ
ャ（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）

　

世
界
大
会
初
出
場
の
草
野
は
力
強
い
相

撲
で
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
る
。
決
勝
で
は

モ
ン
ゴ
ル
の
カ
ン
ガ
イ
と
対
戦
。
草
野
は

立
ち
合
い
か
ら
右
四
つ
で
一
気
に
寄
り
切

っ
て
勝
利
。
日
本
勢
に
初
の
金
メ
ダ
ル
を

軽量級・３位決定戦＝奥（右）軽量級・３位決定戦＝奥（右）

中量級・決勝＝龍山（左）は寄り切りで敗れる中量級・決勝＝龍山（左）は寄り切りで敗れる

軽重量級・決勝＝三輪（下）は下手出し投げで敗れる軽重量級・決勝＝三輪（下）は下手出し投げで敗れる

重量級入賞者（写真左が草野）重量級入賞者（写真左が草野）

■
世
界
相
撲
選
手
権
大
会

■
世
界
相
撲
選
手
権
大
会

【
個
人
戦
】

■
軽
量
級

優
勝
＝
セ
ミ
ク
ラ
ス
ヴ
ィ
ア
ト
ス
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

２
位
＝
ア
グ
ア
マ
リ
エ
フ
ロ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
）

３
位
＝
奥
知
久
（
日
本
体
育
大
）

３
位
＝
ド
ッ
チ
ェ
フ
ペ
ン
チ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）

　

日
本
の
奥
は
優
勝
し
た
セ
ミ
ク
ラ
ス
に

２
回
戦
で
敗
れ
る
。
敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
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ニュース　世界相撲選手権大会

３
位
＝
モ
ン
ゴ
ル
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア

　

日
本
は
先
鋒
・
草
野
、
中
堅
・
松
園
、

大
将
・
五
島
雅
治
（
拓
殖
大
）
の
布
陣
で

挑
ん
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
と
の
準
決
勝
を
制

し
、
前
回
３
位
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
決
勝

に
臨
ん
だ
。
先
鋒
戦
、
草
野
は
無
差
別
級

王
者
の
ヴ
ェ
レ
シ
ウ
ク
相
手
に
寄
り
切
り

で
勝
利
。
中
堅
戦
は
松
園
と
軽
量
級
王
者

の
セ
ミ
ク
ラ
ス
の
対
戦
。
試
合
は
体
格
で

も
た
ら
し
た
。

■
無
差
別
級

優
勝
＝
ヴ
ェ
レ
シ
ウ
ク
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

２
位
＝
ナ
ム
ス
ラ
イ
ジ
ャ
ウ
バ
ツ
ウ
リ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ン
ゴ
ル
）

３
位
＝
松
園
大
成
（
長
崎
県
）

３
位
＝
ゴ
ン
ザ
レ
ス
マ
ル
ゲ
リ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
ス
ト
ニ
ア
）

▶
団
体
戦
決
勝

▶
団
体
戦
決
勝

　　��

大
将
戦
＝
五
島
（
右
）
が
寄
り

大
将
戦
＝
五
島
（
右
）
が
寄
り

切
り
で
勝
利

切
り
で
勝
利

▼�団体戦決勝中堅戦▼�団体戦決勝中堅戦
＝松園（右）が押＝松園（右）が押
し倒しで勝利してし倒しで勝利して
優勝を決める優勝を決める

◀団体戦決勝◀団体戦決勝
　�先鋒戦＝草野（右）　�先鋒戦＝草野（右）
が寄り切りで勝利が寄り切りで勝利

無差別級・３位決定戦＝松園が押し出しで勝利無差別級・３位決定戦＝松園が押し出しで勝利

　

松
園
は
優
勝
し
た
ヴ
ェ
レ
シ
ウ
ク
に
初

戦
で
敗
れ
る
。
そ
の
後
敗
者
復
活
戦
を
勝

ち
上
が
り
、
３
位
決
定
戦
で
は
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
の
ハ
ッ
ツ
ィ
カ
ツ
ィ
に
押
し
出
し
で

勝
利
し
入
賞
を
果
た
し
た
。

【
団
体
戦
】

優
勝
＝
日
本

２
位
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ

勝
る
松
園
が
セ
ミ
ク
ラ
ス
を
押
し
倒
し

勝
利
。
こ
の
時
点
で
日
本
の
優
勝
が
決
ま

り
、
場
内
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
た
。
大
将

戦
は
五
島
と
軽
重
量
級
王
者
の
ダ
イ
ア
ウ

リ
の
対
戦
。
五
島
が
寄
り
倒
し
た
か
に
思

え
た
が
、
待
っ
た
が
か
か
り
取
り
直
し
と

な
る
。
取
り
直
し
の
一
戦
は
、
五
島
が
文

句
な
し
の
寄
り
切
り
で
ダ
イ
ア
ウ
リ
に
勝

利
。３
―
０
で
日
本
が
王
座
を
奪
還
し
た
。
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■
世
界
女
子
相
撲
選
手
権
大
会

■
世
界
女
子
相
撲
選
手
権
大
会

団体戦優勝＝日本（左から草野、松園、五島、三輪）団体戦優勝＝日本（左から草野、松園、五島、三輪）

【
個
人
戦
】

■
中
量
級

優
勝
＝
コ
レ
ス
ニ
ッ
ク
カ
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

２
位
＝
モ
ト
ゴ
メ
リ
ー
ワ
タ
ナ
ベ
ヒ
グ
チ

　
　
　

ル
シ
ア
ー
ナ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

３
位
＝
長
谷
川
理
央
（
慶
應
義
塾
大
）

３
位
＝
ス
キ
バ
モ
ニ
カ
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

　

100
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
慶
應
義
塾

大
相
撲
部
で
初
の
女
子
選
手
と
し
て
も
注

目
さ
れ
る
長
谷
川
は
、
準
決
勝
で
コ
レ
ス

ニ
ッ
ク
に
敗
れ
る
。

　

３
位
決
定
戦
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
バ

ジ
ェ
ー
ル
に
押
し
出
し
で
勝
利
。
３
位
入

賞
を
果
た
し
た
が
、
長
谷
川
は
土
俵
の
上

で
悔
し
さ
を
滲に
じ

ま
せ
た
。

中量級・３位決定戦＝長谷川（左）が押し出しで勝利中量級・３位決定戦＝長谷川（左）が押し出しで勝利
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（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

３
位
＝
ク
リ
ス
テ
ッ
ク
ス
ザ
ン
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

３
位
＝
サ
ラ
ッ
ク
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

　

全
日
本
女
子
相
撲
選
手
権
大
会
で
無
差

別
級
５
連
覇
の
久
野
が
世
界
の
強
豪
と
激

女子重量級・決勝＝べレゾスカ（奥）が押し出しで勝利女子重量級・決勝＝べレゾスカ（奥）が押し出しで勝利

無差別級・決勝＝久野（左）が寄り切りで勝利無差別級・決勝＝久野（左）が寄り切りで勝利

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
べ
レ
ゾ
ス
カ
の
力
強
い

押
し
に
体
が
反
転
し
て
し
ま
い
そ
の
ま
ま

押
し
出
さ
れ
敗
退
。
前
回
大
会
に
続
き
２

位
入
賞
と
な
っ
た
。

■
無
差
別
級

優
勝
＝
久
野
愛
莉
（
東
洋
警
備
保
障
）

２
位
＝
フ
リ
セ
ス
キ
ャ
シ
リ
ー

■
重
量
級

優
勝
＝
ベ
レ
ゾ
ス
カ
イ
ヴ
ァ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

２
位
＝
今
日
和
（
ア
イ
シ
ン
）

３
位
＝
ボ
ー
ル
ケ
リ
ア
ン
（
ア
メ
リ
カ
）

３
位
＝
チ
ュ
ー
ス
リ
ー
カ
ン
カ
ニ（
タ
イ
）

　

前
回
２
位
の
今
が
決
勝
進
出
。
決
勝
で

突
。
決
勝
戦
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
フ
リ
セ
ス

と
対
戦
。
試
合
は
久
野
が
左
四
つ
に
組

み
、
そ
の
ま
ま
寄
り
切
り
で
勝
利
。
悲
願

の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
久
野
愛
莉
選
手

「
す
ご
い
嬉
し
い
で
す
。
世
界
の
選
手
は

力
が
強
く
て
勝
つ
の
が
大
変
で
し
た
。
100
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▶▶��

女
子
団
体
決
勝
・
大

女
子
団
体
決
勝
・
大

将
戦
＝
久
野
（
左
）

将
戦
＝
久
野
（
左
）

が
送
り
出
さ
れ
敗
北

が
送
り
出
さ
れ
敗
北

団体戦優勝＝�ウクライナ（左からベレゾスカ、マキシメン団体戦優勝＝�ウクライナ（左からベレゾスカ、マキシメン
コ、モレンコ、ツァルク）コ、モレンコ、ツァルク）

◀団体決勝・先鋒戦＝◀団体決勝・先鋒戦＝
　�今（右）が上手投げ　�今（右）が上手投げ
で勝利で勝利

団体戦２位＝日本（左から阿部、今、久野、角田）団体戦２位＝日本（左から阿部、今、久野、角田）

％
の
力
が
出
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

【
団
体
戦
】

優
勝
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ

２
位
＝
日
本

３
位
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ

　

日
本
は
先
鋒
・
今
日
和
、
中
堅
・
角
田

奈
那
（
日
本
大
）、
大
将
・
久
野
が
出
場
。

決
勝
戦
ま
で
勝
ち
上
が
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
優
勝
を
か
け
た
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

先
鋒
の
今
が
上
手
投
げ
で
モ
レ
ン
コ
に
勝

利
。
し
か
し
、
中
堅
戦
で
角
田
が
女
子
軽

重
量
級
王
者
の
マ
キ
シ
メ
ン
コ
に
寄
り
切

ら
れ
敗
北
。
勝
敗
は
大
将
戦
に
委
ね
ら
れ

た
。
大
将
戦
は
無
差
別
級
王
者
の
久
野
と

重
量
級
王
者
の
べ
レ
ゾ
ス
カ
の
対
戦
。
試

合
は
送
り
出
し
で
べ
レ
ゾ
ス
カ
の
勝
利
。

日
本
は
１
―
２
で
優
勝
を
逃
し
た
。
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ニュース　世界相撲選手権大会

【
個
人
戦
】

■
中
量
級

優
勝
＝
三
橋
条
ノ
真
（
鳥
取
城
北
高
）

２
位
＝
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
フ
レ
イ
タ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

３
位
＝
ア
ク
バ
ル
デ
ィ
ア
ダ
ヴ
ィ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）

３
位
＝
ギ
ュ
リ
ス
カ
マ
ル
セ
ル

�

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

　

三
橋
は
決
勝
戦
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
オ
リ
ヴ

ェ
イ
ラ
と
対
戦
。
三
橋
が
上
手
捻
り
で
勝

利
し
、
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
三
橋
条
ノ
真
選
手

「
嬉
し
い
で
す
。
外
国
人
選
手
の
力
の
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。国
体
も
頑
張
り
ま
す
」

■
重
量
級

優
勝
＝
西
出
大
毅
（
和
歌
山
商
業
高
）

２
位
＝
ア
ル
タ
ン
ゲ
レ
ル
デ
ル
ゲ
ル
バ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ン
ゴ
ル
）

３
位
＝
ロ
ペ
ス
マ
テ
ウ
ス
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

３
位
＝
ニ
シ
ザ
キ
ウ
ィ
ー
ラ
パ
ト（
タ
イ
）

　

西
出
は
決
勝
で
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ル
タ
ン

ゲ
レ
ル
と
対
戦
。
西
出
が
土
俵
際
で
粘
り

を
み
せ
、
掬
い
投
げ
で
勝
利
。
初
の
栄
冠

を
手
に
し
た
。

◎
優
勝
＝
西
出
大
毅
選
手

「
世
界
の
選
手
と
相
撲
を
取
る
の
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
怖
さ
も
あ
り
ま

し
た
。
自
分
ら
し
い
相
撲
を
取
れ
て
勝
つ

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
国
体
で

も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

■
無
差
別
級

優
勝
＝
野
田
典
雅
（
箕
島
高
）

２
位
＝
ア
ル
タ
ン
ス
ー
ラ
グ
チ
ャ
ー
ス
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ン
ゴ
ル
）

３
位
＝
マ
カ
ロ
フ
イ
ェ
フ
ン（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

３
位
＝
ボ
ル
ヴ
ェ
ル
ク
カ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
ス
ト
ニ
ア
）

　

決
勝
で
野
田
は
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ル
タ
ン

ス
ー
に
寄
り
倒
し
で
勝
利
し
、
優
勝
を
果

た
し
た
。

【
団
体
戦
】

【
団
体
戦
】

優
勝
＝
日
本

２
位
＝
ブ
ラ
ジ
ル

３
位
＝
モ
ン
ゴ
ル
、
エ
ス
ト
ニ
ア

　

決
勝
で
日
本
は
先
鋒
・
斎
藤
忠
剛
（
埼

玉
栄
高
）、
中
堅
・
西
出
、
大
将
・
野
田

の
布
陣
で
ブ
ラ
ジ
ル
と
対
戦
し
た
。
先
鋒

の
斎
藤
が
ロ
ペ
ス
に
寄
り
倒
し
で
勝
利
。

中
堅
戦
で
西
出
が
ル
イ
ス
を
突
き
出
し
て

勝
利
。
こ
の
時
点
で
日
本
の
優
勝
が
決
ま

っ
た
。
大
将
戦
は
中
量
級
２
位
の
オ
リ
ヴ

ェ
イ
ラ
が
野
田
を
内
掛
で
下
し
て
勝
利
。

２
―
１
で
日
本
が
王
座
を
死
守
し
た
。

▶
団
体
戦
決
勝

▶
団
体
戦
決
勝

　
中
堅
戦
＝
西
出
（
左
）
が
突
き
出
し
で
勝
利

　
中
堅
戦
＝
西
出
（
左
）
が
突
き
出
し
で
勝
利

■■
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
相
撲
選
手
権
大
会

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
相
撲
選
手
権
大
会

重量級・決勝＝西出（奥）が掬い投げで勝利重量級・決勝＝西出（奥）が掬い投げで勝利

◀︎
中
量
級
決
勝

◀︎
中
量
級
決
勝

　
三
橋
（
手
前
）
が
上
手
捻
り
で
勝
利

　
三
橋
（
手
前
）
が
上
手
捻
り
で
勝
利

◀︎
無
差
別
級
決
勝

◀︎
無
差
別
級
決
勝

　
野
田
（
手
前
）
が
寄
り
倒
し
で
勝
利

　
野
田
（
手
前
）
が
寄
り
倒
し
で
勝
利
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【
団
体
戦
】

【
団
体
戦
】

優
勝
＝
日
本

２
位
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド

３
位
＝
台
湾
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　

日
本
は
先
鋒
・
矢
口
、
中
堅
・
石
井
、

大
将
・
阿
部
な
な
（
紫
雲
寺
中
）
の
布
陣

で
臨
ん
だ
。
決
勝
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
対

戦
。
矢
口
が
上
手
投
げ
を
決
め
、
１
勝
を

取
る
。
中
堅
戦
は
石
井
が
立
ち
合
い
か
ら

一
気
に
寄
り
切
り
勝
利
。
こ
の
時
点
で
日

本
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。
大
将
戦
は
阿
部

が
押
し
出
し
で
勝
利
。
３
―
０
で
有
終
の

美
を
飾
っ
た
。

【
個
人
戦
】

■
中
量
級

優
勝
＝
矢
口
愛
利
菜
（
東
九
州
龍
谷
高
）

２
位
＝
チ
ョ
ー
ツ
ー
ニ
ン
（
台
湾
）

３
位
＝
ア
マ
ラ
ル
ス
ガ
ワ
ラ
イ
ン
グ
リ　

　
　

ッ
ド
ハ
ル
ミ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

３
位
＝
ル
コ
ス
カ
ソ
フ
ィ
ア（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

　

矢
口
は
決
勝
戦
で
チ
ョ
ー
ツ
ー
ニ
ン
と

対
戦
。
立
ち
合
い
か
ら
の
速
攻
で
チ
ョ
ー

を
押
し
出
し
勝
利
。
優
勝
を
手
に
し
た
。

■
無
差
別
級

優
勝
＝
石
井
さ
く
ら
（
足
立
新
田
高
）

２
位
＝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ヴ
ァ
ダ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

３
位
＝
キ
リ
マ
ン
カ
イ
（
エ
ス
ト
ニ
ア
）

３
位
＝
コ
ニ
エ
ス
カ
カ
ミ
ラ（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

　

３
度
目
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
挑
戦

の
石
井
は
順
調
に
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が

る
。
決
勝
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ヴ
ァ
と

対
戦
。
試
合
は
石
井
が
体
勢
を
崩
さ
れ
る

も
耐
え
、
最
後
は
寄
り
倒
し
で
勝
利
。
３

度
目
の
挑
戦
で
頂
点
に
立
っ
た
。

◎
優
勝
＝
石
井
さ
く
ら
選
手

「
３
度
目
の
正
直
で
よ
う
や
く
優
勝
で
き

ま
し
た
。
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
緊
張
し

ま
し
た
。
最
高
の
１
日
に
な
り
ま
し
た
」

■■
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
相
撲
選
手
権
大
会

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
相
撲
選
手
権
大
会

会場になったアリーナ立川立飛会場になったアリーナ立川立飛

団体戦優勝＝日本（左から阿部、石井、矢口）団体戦優勝＝日本（左から阿部、石井、矢口）

女子無差別級・決勝＝石井（右）が寄り倒しで勝利女子無差別級・決勝＝石井（右）が寄り倒しで勝利

女子団体・決勝中堅戦＝石井（右）が寄り切りで勝利女子団体・決勝中堅戦＝石井（右）が寄り切りで勝利

▶
中
量
級
決
勝

▶
中
量
級
決
勝

　
矢
口
（
左
）
が
押
し
出
し
で
勝
利

　
矢
口
（
左
）
が
押
し
出
し
で
勝
利
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原田友康　　が皆中で原田友康　　が皆中で
初優勝を飾る初優勝を飾る

教士七段教士七段
（愛知）（愛知）

優
勝
＝
原
田
友
康
教
士
七
段（
愛
知
）

優
勝
＝
原
田
友
康
教
士
七
段（
愛
知
）

皇后盃第 56回全日本女子弓道選手権大会皇后盃第 56回全日本女子弓道選手権大会 天皇盃第 74回全日本男子弓道選手権大会天皇盃第 74回全日本男子弓道選手権大会
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田中慶子　　が初出場で田中慶子　　が初出場で
皇后盃獲得皇后盃獲得

五段五段
（鹿児島）（鹿児島）

優
勝
＝
田
中
慶
子
五
段（
鹿
児
島
）

優
勝
＝
田
中
慶
子
五
段（
鹿
児
島
）

皇后盃第 56回全日本女子弓道選手権大会皇后盃第 56回全日本女子弓道選手権大会
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い
無
念
の
予
選
敗
退
を
喫
し
た
。

　

決
勝
戦
、３
回
目
終
了
時
点
で
、原
田
、

矢
野
、
櫻
田
紀
行
（
香
川
）
が
皆
中
、
連

覇
を
狙
う
山
本
は
３
中
に
終
わ
る
。

　

４
回
目
が
終
了
し
、
原
田
、
矢
野
の
皆

中
が
続
く
。
櫻
田
が
７
射
目
を
辛
く
も
外

し
７
中
と
な
り
、
６
中
の
飯
山
、
木
塚
鉄

也
（
愛
知
）
が
櫻
田
の
後
に
続
く
。
山
本

は
７
・
８
射
目
を
と
も
に
的
中
さ
せ
る
が

途
中
結
果
は
８
射
５
中
。
残
り
２
射
で
の

逆
転
が
不
可
能
と
な
り
、
優
勝
争
い
か
ら

脱
落
す
る
。

　

運
命
の
５
回
目
、
原
田
、
矢
野
が
と
も

に
９
射
目
を
中あ

て
、
一
層
会
場
に
緊
張
感

が
満
ち
る
。
最
終
の
10
射
目
に
矢
野
が
放

っ
た
矢
は
、
無
念
に
も
安
土
に
刺
さ
り
、

■
天
皇
盃
・
男
子

　

前
回
大
会
優
勝
者
の
山
本
亮
介
（
熊

本
）
は
予
選
の
４
射
を
皆
中
。
１
４
９
４

点
を
記
録
し
、
全
体
９
位
で
決
勝
へ
進
出

し
た
。
そ
の
他
、
前
回
大
会
３
位
の
飯
山

雄
介
（
宮
城
）
や
第
67
回
大
会
優
勝
の
小

原
裕
幸
（
島
根
）
が
決
勝
に
進
出
。
決
勝

進
出
者
10
名
の
う
ち
、
皆
中
7
名
と
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

今
大
会
の
最
高
得
点
賞
は
、
初
出
場
の

矢
野
翼
（
宮
崎
）
が
１
５
３
３
点
で
受
賞

し
た
。
な
お
、
前
回
大
会
ま
で
５
年
連
続

最
高
得
点
賞
を
受
賞
し
て
い
る
坂
本
達
雄

（
青
森
）
は
、
４
射
全
て
失
中
し
て
し
ま

２位・最高得点賞＝矢野翼錬士六段（宮崎）２位・最高得点賞＝矢野翼錬士六段（宮崎）

　

天
皇
盃
第
74
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手

権
大
会
・
皇
后
盃
第
56
回
全
日
本
女
子
弓

道
選
手
権
大
会
が
９
月
29
日
か
ら
10
月
１

日
の
３
日
間
、
東
京
都
渋
谷
区
の
全
日
本

弓
道
連
盟
中
央
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。
全

国
各
地
の
予
選
を
通
過
し
た
98
名
（
男
女

と
も
に
49
名
）
が
出
場
し
、
弓
道
日
本
一

の
座
を
争
っ
た
。

　

男
子
の
天
皇
盃
（
10
月
１
日
）
は
原
田

友
康
（
愛
知
）
が
予
選
・
決
勝
と
も
に
皆

中
し
初
優
勝
、
女
子
の
皇
后
盃
（
9
月
30

日
）
は
田
中
慶
子
（
鹿
児
島
）
が
決
勝
で

８
中
で
、初
出
場
な
が
ら
優
勝
に
輝
い
た
。

　

予
選
は
、
各
選
手
一
手
（
２
射
）
を
４

回
行
い
、
計
８
射
の
的
中
数
と
審
査
員
に

よ
る
採
点
で
決
勝
進
出
者
を
決
め
る
採
点

制
で
争
わ
れ
た
。
決
勝
進
出
に
は
２
射
以

上
の
的
中
が
必
須
条
件
と
な
り
、
男
女
と

も
に
上
位
10
名
の
選
手
が
決
勝
へ
駒
を
進

め
た
。

　

決
勝
は
各
選
手
一
手
を
５
回
行
い
、
計

10
射
の
的
中
数
に
よ
っ
て
順
位
を
決
定
す

る
的
中
制
で
争
わ
れ
た
。
２
〜
５
位
に
同

率
の
受
賞
者
が
い
る
場
合
、
順
位
決
定
戦

と
し
て
遠
近
競
射
（
同
率
の
選
手
が
一
つ

の
的
に
矢
を
放
ち
、
中
心
に
近
い
順
に
順

位
を
決
定
す
る
）
が
行
わ
れ
た
。

固か
た

唾ず

を
呑の

ん
で
見
守
る
観
客
た
ち
か
ら
大

き
な
溜た

め
息
が
漏
れ
た
。
優
勝
が
か
か
る

原
田
は
、
矢
野
の
失
中
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
渾こ
ん

身し
ん

の
一
矢
を
放
つ
。
原
田
の
矢

が
的
に
刺
さ
る
快
音
が
響
く
と
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
上
が
っ
た
。
原
田
は
、

予
選
と
決
勝
の
全
14
射
を
皆
中
し
、
初
優

勝
を
手
中
に
収
め
た
。

　

決
勝
終
了
後
に
８
中
の
３
名
で
遠
近
競

射
が
行
わ
れ
、
３
位
・
飯
山
、
４
位
・
木

塚
、
５
位
・
櫻
田
と
順
位
が
決
定
し
た
。３位＝飯山雄介教士七段（宮城）３位＝飯山雄介教士七段（宮城）
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立
順 氏名 所属

予選 決勝

的
中
数

得
点

順
位

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
的
中

遠
近
競
射

順
位

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1 山本　亮介 熊本 4 1494 9 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

2 成田　祐也 秋田 4 1524 2 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

3 木塚　鉄也 愛知 4 1494 10 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 8 2 4

4 小原　裕幸 島根 3 1495 8 ○ ○ ○ × ○ × × × ○ × 5

5 矢野　　翼 宮崎 4 1533 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9 2

6 飯山　雄介 宮城 3 1511 5 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1 3

7 咲川　雅敏 石川 4 1507 6 ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 7

8 櫻田　紀行 香川 3 1500 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 8 3 5

9 原田　友康 愛知 4 1520 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 1

10 吉田　　志 熊本 4 1513 4 × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 7

４位＝木塚鉄也教士七段（愛知）４位＝木塚鉄也教士七段（愛知）

５位＝櫻田紀行教士七段（香川）５位＝櫻田紀行教士七段（香川）
男子開会式（９月 30日）・矢渡し男子開会式（９月 30日）・矢渡し

川村光良範士八段川村光良範士八段
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○
男
子
入
賞
者
・
出
場
選
手

○
男
子
入
賞
者
・
出
場
選
手

　
コ
メ
ン
ト

　
コ
メ
ン
ト

▽
２
位
・
最
高
得
点
賞
＝

矢
野
翼
錬
士
六
段
（
宮
崎
）

「
全
力
で
や
っ
て
い
た
の
で
、
悔
い
が
な

い
と
言
え
ば
な
い
の
で
す
が
、
一
番
最
後

に
外
し
た
一
射
は
、
時
間
が
経た

っ
て
く
る

に
つ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
悔
し
さ
が
こ
み
上

げ
て
く
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。（
最
高

得
点
賞
受
賞
に
つ
い
て
）
ひ
と
ま
ず
予
選

の
突
破
を
考
え
、
４
射
を
し
っ
か
り
中
て

る
こ
と
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
た
ら
、
結

果
と
し
て
賞
が
つ
い
て
き
た
よ
う
な
感
じ

で
す
。
来
年
の
出
場
は
決
定
し
て
い
ま
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
油
断
せ
ず
に
稽
古
を
積

ん
で
、
ま
た
来
年
臨
み
た
い
で
す
」

▽
３
位
＝
飯
山
雄
介
教
士
七
段
（
宮
城
）

「
決
勝
で
は
、
序
盤
に
失
敗
し
て
い
た
の

で
、
ま
さ
か
入
賞
で
き
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
決
勝
中
、
蚊
取
り
線
香

の
煙
を
吸
っ
て
し
ま
い
、
咳
が
止
ま
ら
な

く
な
っ
た
の
で
す
が
、
あ
の
時
は
後
が
な

か
っ
た
の
で
、
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
て
、
射
に
集
中
し
ま
し

た
。
周
り
の
方
々
や
家
族
の
協
力
で
練
習

が
で
き
て
い
る
の
で
、
ま
た
一
つ
一
つ
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
４
位
＝
木
塚
鉄
也
教
士
七
段
（
愛
知
）

「
選
手
権
に
出
て
足
掛
け
十
数
年
に
な
り

ま
す
が
、
初
め
て
決
勝
に
出
さ
せ
て
も
ら

○○
男
子
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

男
子
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

｜
｜

優
勝
決
定
直
後
の
原
田
選
手
に
、
決

勝
戦
の
感
想
を
伺
っ
た
。

「
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
た
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
す
で
に
ち
ょ
っ
と
寂
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
３
回
目
の
出
場
に
し
て
初
め

て
決
勝
の
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
が
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で

原
田
友
康
教
士
七
段
（
愛
知
）

原
田
友
康
教
士
七
段
（
愛
知
）

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
の
時
間
が
長
く
続

い
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」

｜
｜

今
大
会
ま
で
の
日
々
の
稽
古
に
つ
い

て
伺
っ
た
。

「
先
生
方
か
ら
『
手
で
放
し
て
い
る
う
ち

は
本
物
の
射
で
は
な
い
』
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
な
る
べ
く
体
の
中
心
か
ら
離
れ

が
出
る
よ
う
に
と
、
意
識
的
に
稽
古
を
し

て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
稽
古
を
続
け

て
い
る
と
、
失
敗
し
て
も
矢
が
的
の
方
に

集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
今
日
も

う
ま
く
い
っ
た
矢
は
、
真
ん
中
辺
り
に
集

中
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

｜
｜

今
回
審
判
委
員
席
に
は
、
原
田
選
手

が
師
と
仰
ぐ
澤
田
欣
一
範
士
八
段
が
座
っ

っ
て
、『
や
っ
と
入
賞
で
き
た
』
と
い
う

感
じ
で
す
。（
選
手
権
挑
戦
は
）
こ
れ
が

最
後
で
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、

も
う
一
回
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ま
た
出
た

い
で
す
ね
」

▽
５
位
＝
櫻
田
紀
行
教
士
七
段
（
香
川
）

「
た
だ
た
だ
嬉う
れ

し
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
決

勝
で
中あ
た

ら
な
か
っ
た
り
、
最
後
の
遠
近
競

射
で
入
賞
を
逃
し
た
り
し
て
い
た
の
で
す

が
、
今
年
は
な
ん
と
か
５
位
に
入
賞
で
き

ま
し
た
。
選
手
権
大
会
は
自
分
の
中
で
一

番
の
大
会
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
な
る
べ

く
続
け
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

▽
前
回
大
会
優
勝
＝

山
本
亮
介
教
士
六
段
（
熊
本
）

「
前
年
度
優
勝
っ
て
い
う
の
は
あ
ま
り
意

識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
立
順
が
１
番

だ
っ
た
の
で
、
選
手
全
体
に
勢
い
が
つ
け

ら
れ
る
よ
う
引
き
ま
し
た
。
予
選
の
一
立

目
か
ら
あ
ま
り
調
子
は
良
く
な
く
、
決
勝

も
前
半
で
う
ま
く
リ
ズ
ム
を
作
れ
ず
、
後

半
か
ら
徐
々
に
修
正
し
た
の
で
す
が
、
駄

目
で
し
た
。
ま
た
気
持
ち
を
新
た
に
大
会

に
向
け
て
準
備
し
ま
す
」

て
い
た
。
大
舞
台
の
中
、
師
の
前
で
弓
を

引
い
た
心
境
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

「
一
番
前
の
席
に
座
ら
れ
て
い
た
の
で
、

ち
ら
ち
ら
視
界
に
入
っ
て
は
い
た
の
で
す

が
、
そ
れ
で
緊
張
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

で
す
ね
。
い
つ
も
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

る
先
生
な
の
で
、
良
い
と
こ
ろ
を
お
見
せ

で
き
る
よ
う
に
と
頑
張
り
ま
し
た
」

｜

堂
々
の
優
勝
に
輝
い
た
原
田
選
手

が
、
今
後
の
目
標
を
語
っ
た
。

「
選
手
権
と
い
う
最
高
峰
の
試
合
に
、
こ

れ
か
ら
も
出
場
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。
そ
し
て
そ
の
場
で
、
見
た

人
の
記
憶
に
残
る
よ
う
な
一
本
が
引
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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予
選
で
は
、
前
回
大
会
優
勝
の
三
澤
京

子
（
神
奈
川
）、
同
最
高
得
点
賞
の
有
澤

千
秋
（
鳥
取
）
が
順
当
に
決
勝
へ
進
出
し

た
。
最
高
得
点
賞
は
、山
田
直
美（
大
阪
）

が
３
中
１
５
４
１
点
で
６
年
ぶ
り
２
度
目

の
授
賞
を
果
た
し
た
。

　

決
勝
戦
、
田
中
、
三
澤
、
有
澤
が
２
回

目
ま
で
の
４
射
を
全
て
的
中
さ
せ
る
。
３

回
目
、
有
澤
が
５
射
目
を
外
し
、
三
澤
は

５
・
６
射
目
と
も
に
外
し
て
し
ま
う
が
、

田
中
は
２
射
と
も
的
中
さ
せ
る
。
４
回

目
、
三
澤
、
有
澤
が
７
・
８
射
目
を
と
も

に
的
中
、
田
中
が
８
射
目
を
失
中
。
こ
の

時
点
で
、
田
中
、
有
澤
が
７
中
、
三
澤
、

■
皇
后
盃
・
女
子

２位＝三澤京子教士七段（神奈川）２位＝三澤京子教士七段（神奈川）

西
脇
早
苗（
岐
阜
）が
６
中
で
後
を
追
う
。

　

５
回
目
に
入
る
と
、
有
澤
が
２
射
失

中
、
三
澤
、
西
脇
が
９
射
目
を
失
中
し
10

射
目
を
的
中
、
山
田
が
２
射
的
中
と
、
４

名
が
同
率
７
中
で
並
ぶ
展
開
と
な
る
。

３位＝有澤千秋教士七段（鳥取）３位＝有澤千秋教士七段（鳥取）

　

田
中
の
９
射
目
、
中
れ
ば
優
勝
と
な
る

場
面
で
あ
っ
た
が
、
放
た
れ
た
矢
は
惜
し

く
も
的
か
ら
外
れ
る
。
７
中
同
率
で
順
位

決
定
戦
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
思
わ
れ
た
最

終
の
10
射
目
、
田
中
の
手
か
ら
鋭
く
放
た
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ニュース　全日本男子弓道選手権大会・全日本女子弓道選手権大会

立
順 氏名 所属

予選 決勝

的
中

得
点

順
位

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
的
中

遠
近
競
射

順
位

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1 有澤　千秋 鳥取 2 1531 2 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × 7 2 3

2 中村　美穂 長野 3 1480 9 ○ ○ ○ × × × ○ × ○ × 5

3 三澤　京子 神奈川 4 1517 3 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ 7 1 2

4 山田　直美 大阪 3 1541 1 × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 7 4 5

5 西脇　早苗 岐阜 4 1512 4 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ 7 3 4

6 望月　久美 神奈川 3 1485 7 × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × 5

7 田中　慶子 鹿児島 2 1482 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 8 1

8 千葉　香代 福島 2 1478 10 × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × 6

9 塘　　理奈 福岡 3 1498 5 × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 6

10 岩切　久美 宮崎 2 1493 6 × × ○ ○ ○ × × ○ × ○ 5

４位＝西脇早苗教士七段（岐阜）４位＝西脇早苗教士七段（岐阜）

５位・最高得点賞＝山田直美教士七段（大阪）５位・最高得点賞＝山田直美教士七段（大阪）

れ
た
矢
は
、
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
的
を

捉
え
、
田
中
が
優
勝
を
掴
み
取
っ
た
。

　

決
勝
終
了
後
、
２
〜
５
位
の
順
位
決
定

戦
の
遠
近
競
射
が
行
わ
れ
、２
位
・
三
澤
、

３
位
・
有
澤
、
４
位
・
西
脇
、
５
位
・
山

田
と
順
位
が
決
定
し
た
。

女子開会式（９月 29日）・矢渡し女子開会式（９月 29日）・矢渡し
澤田欣一範士八段澤田欣一範士八段
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○○
女
子
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

女
子
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

｜
｜

試
合
直
後
の
や
や
恐
縮
し
た
様
子
の

田
中
選
手
に
、
優
勝
の
感
想
を
伺
っ
た
。

「
ま
さ
か
自
分
が
優
勝
す
る
な
ん
て
、
今

も
に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
な
く
て
、
皆
さ
ん

に
『
お
め
で
と
う
』
と
言
わ
れ
て
じ
わ
じ

わ
と
実
感
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
予
選

も
２
中
だ
っ
た
の
で
通
過
で
き
る
自
信
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
決
勝
進
出
者
で
名

前
を
呼
ば
れ
て
、
最
後
は
思
い
切
っ
て
引

こ
う
と
思
っ
て
臨
み
ま
し
た
」

｜
｜

初
出
場
な
が
ら
予
選
を
８
位
で
通
過

し
、
決
勝
を
８
中
で
優
勝
。
９
射
目
の
失

中
の
際
に
は
、
会
場
か
ら
大
き
な
溜
め
息

が
漏
れ
た
。

「
会
場
の
溜
め
息
は
聞
こ
え
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
こ
で
集
中
力
を
切
ら
し
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
、
10
射
目
は
悔
い
の
な

い
よ
う
に
と
思
い
切
り
引
き
ま
し
た
。
や

は
り
最
後
は
、
弱
い
自
分
と
の
戦
い
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
は
負
け
な
い
よ

う
に
と
思
っ
て
集
中
し
ま
し
た
」

｜
｜

１
児
の
母
で
あ
る
田
中
選
手
。
家
族

田
中
慶
子
五
段
（
鹿
児
島
）

田
中
慶
子
五
段
（
鹿
児
島
）

で
一
緒
に
東
京
に
来
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
会
場
の
家
族
の
応
援
も
力
に

な
っ
た
の
で
は
、
と
質
問
し
た
。

「
応
援
に
は
来
て
い
ま
せ
ん
、『
遊
ん
で

き
て
い
い
よ
』
っ
て
（
笑
）。
た
だ
、
今

日
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
時
に
主
人
が
、『
頑

張
っ
て
ね
』
と
一
言
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
力
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
う

の
で
、
こ
れ
か
ら
優
勝
の
報
告
を
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
」

｜
｜

今
日
一
番
の
笑
顔
を
見
せ
た
田
中
選

手
に
、
今
後
の
目
標
を
伺
っ
た
。

「
ま
だ
全
て
が
未
熟
な
の
で
、
満
足
せ
ず

に
も
っ
と
高
み
を
目
指
し
て
、
弓
道
と
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

○
女
子
入
賞
者
コ
メ
ン
ト

○
女
子
入
賞
者
コ
メ
ン
ト

▽
２
位
＝
三
澤
京
子
教
士
七
段（
神
奈
川
）

「
昨
年
い
っ
ぱ
い
課
題
が
あ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
て
、

こ
の
大
会
で
そ
の
練
習
の
成
果
が
少
し
だ

け
で
も
出
せ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
で
す
。

最
初
の
方
は
集
中
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
最
後
ま
で
そ
の
気
持
ち
が

続
か
な
か
っ
た
の
が
こ
の
２
位
と
い
う
結

果
な
の
か
な
っ
て
思
う
の
で
、
基
本
に
則
の
っ
と

っ
た
射
を
目
標
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
の
稽

古
に
臨
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

▽
３
位
＝
有
澤
千
秋
教
士
七
段
（
鳥
取
）

「
自
分
と
し
て
は
上う

手ま

く
で
き
た
つ
も
り

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
最
後
の
最
後
で
甘

い
と
こ
ろ
が
出
て
し
ま
っ
て
反
省
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
最
高
得
点
賞
を
い
た
だ
い

た
前
回
大
会
よ
り
い
い
点
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
克
服
で
き
て

い
な
い
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
ま
た
基
礎

に
返
っ
て
、
こ
の
大
会
で
自
分
の
思
っ
た

納
得
の
で
き
る
射
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
稽
古
に
励
み
ま
す
」

▽
４
位
＝
西
脇
早
苗
教
士
七
段
（
岐
阜
）

「
毎
年
、『
こ
れ
で
最
後
』
と
思
い
な
が

ら
出
て
い
ま
す
。
今
回
、
全
日
本
出
場
に

あ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
の
応
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
や
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も

感
じ
て
い
た
部
分
も
あ
る
の
で
す
が
、
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
皆
さ
ん
の
応
援
が
あ
っ
て
の
入
賞
だ

と
思
い
ま
す
」

▽
５
位
・
最
高
得
点
賞
＝

山
田
直
美
教
士
七
段
（
大
阪
）

「（
最
高
得
点
賞
に
つ
い
て
）
棚
か
ら
ぼ

た
餅
の
よ
う
で
非
常
に
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
選
手
権
に
出
だ
し
た
頃
に
、

先
生
か
ら
『
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
稽
古

が
あ
る
か
ら
、
こ
の
舞
台
に
立
ち
続
け
な

さ
い
』
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
言
葉
を
ず
っ
と
胸
に
30
年
弓
を

引
い
て
い
ま
す
。
明
日
か
ら
来
年
の
今
日

ま
で
の
１
年
間
を
か
け
て
、
ま
た
こ
こ
で

披
露
す
る
弓
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

全国から多くの人が選手の応援に駆けつけた全国から多くの人が選手の応援に駆けつけた
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ニュース　全日本女子相撲選手権大会

　

第
28
回
全
日
本
女
子
相
撲
選
手
権
大
会（
主

催
＝
日
本
相
撲
連
盟
、日
本
女
子
相
撲
連
盟
）

が
10
月
１
日
、
京
都
府
宇
治
市
の
京
都
府
立

山
城
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

無
差
別
級
で
久
野
愛
莉
が
５
連
覇
、
軽
重

量
級
で
石
井
さ
く
ら
が
２
連
覇
を
達
成
。

　

重
量
級
は
野
村
紗
矢
香（
南
紀
支
援
学
校
）

が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
中
量
級
は
第
24
・

26
回
大
会
で
軽
量
級
２
連
覇
（
第
25
回
大
会

は
中
止
）
を
達
成
し
た
山
中
未
久
（
ク
レ
オ

テ
ッ
ク
）
が
中
量
級
で
（
超
軽
量
級
導
入
後
）

初
優
勝
に
輝
い
た
。
軽
量
級
は
岸
本
は
な（
飛

龍
高
校
）、
超
軽
量
級
は
小
宮
山
結
月
（
都
立

上
野
高
校
）が
と
も
に
初
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

ま
た
、
団
体
戦
は
石
川
選
抜
（
石
川
）
が
本

大
会
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

小
宮
山
結
月　

◯
下
手
出
し
投
げ　
津
谷
奏
夏

　

決
勝
は
、
小
宮
山
結
月
と
津
谷
奏
夏
（
大

館
鳳
鳴
高
校
）
の
高
校
生
対
決
。
小
宮
山
が

冷
静
に
下
手
出
し
投
げ
を
決
め
て
初
優
勝
に

輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
小
宮
山
結
月
選
手

「
最
終
的
に
は
世
界
を
取
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
こ
の
大
会
で
の

優
勝
を
目
指
し
て
い
た
の
で
嬉
し
い
で
す
。

石井さくら（足立新田高校）が２連覇軽重量級軽重量級

第 28回

全日本女子相撲選手権大会

久野愛莉（東洋警備保障）が５連覇無差別級無差別級

各階級で優勝に輝いた選手たち（左から超軽量級・小宮山結月、軽量級・岸本はな、
中量級・山中未久、軽重量級・石井さくら、重量級・野村紗矢香、無差別級・久野愛莉）

■
超
軽
量
級

■
超
軽
量
級
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試
合
内
容
を
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
く
ら

い
無
我
夢
中
で
し
た
。
来
年
の
世
界
大
会

に
出
場
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

岸
本
は
な　

◯
上
手
投
げ　
　

奥
富
夕
夏

　

決
勝
は
、
岸
本
は
な
と
第
26
回
大
会
準

優
勝
の
奥
富
夕
夏
（
リ
バ
ー
サ
ル
ジ
ム
新

宿
Ｍ
ｅ
，
Ｗ
ｅ
）
の
対
戦
。
試
合
は
岸
本

が
奥
富
の
廻
し
を
が
っ
ち
り
摑つ
か

み
、
上
手

投
げ
で
勝
利
。
初
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
岸
本
は
な
選
手

「
決
勝
戦
で
は
焦
り
も
あ
り
、
あ
ま
り
い

い
相
撲
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
悔
し
い
で

す
。
高
校
生
の
間
に
世
界
一
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

山
中
未
久　

◯
寄
り
倒
し　
　
　

松
本
渚

　

決
勝
は
、
第
24
・
26
回
大
会
で
軽
量
級

２
連
覇
の
山
中
未
久
と
松
本
渚
（
Ｇ
ｅ
ｎ

ｋ
ｙ
）
の
対
戦
。
が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
む

両
者
。
山
中
が
寄
り
倒
し
で
勝
負
を
決

め
、階
級
を
上
げ
て
初
の
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
山
中
未
久
選
手

「
今
大
会
か
ら
中
量
級
に
階
級
を
上
げ
ま

し
た
。
中
量
級
の
中
で
は
体
重
で
劣
る
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
勝
ち
へ
の
執
念
と
と

に
か
く
自
分
の
相
撲
を
取
り
切
る
こ
と
、

そ
こ
に
結
果
が
つ
い
て
く
る
と
思
っ
た
の

で
、
自
分
を
信
じ
て
土
俵
に
上
が
っ
た
こ

と
が
良
い
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
開
催
さ

れ
る
コ
ン
バ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
ズ
で
世
界
一
を

狙
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

石
井
さ
く
ら　

◯
押
し
出
し　

島
袋
心
海

　

決
勝
は
、
前
回
大
会
優
勝
の
石
井
さ
く

ら
と
島
袋
心
海
（
鳥
取
城
北
高
校
）
の
高

校
生
対
決
。
決
勝
戦
ま
で
全
て
押
し
出
し

で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
島
袋
を
石
井
が
押

し
出
し
て
勝
利
。
力
強
さ
を
み
せ
つ
け
、

２
連
覇
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
石
井
さ
く
ら
選
手

「
立
ち
合
い
の
強
化
を
し
て
い
た
の
で
押

し
負
け
な
い
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
練
習

の
成
果
が
出
て
よ
か
っ
た
で
す
。
世
界
大

会
と
コ
ン
バ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
ズ
で
い
い
結
果

を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

野
村
紗
矢
香　

◯
つ
き
ひ
ざ　

大
蔵
紫
音

　

決
勝
は
、野
村
紗
矢
香
と
大
蔵
紫
音（
日

本
大
学
）
の
対
戦
。
試
合
は
つ
き
ひ
ざ
で

野
村
が
勝
利
。
初
優
勝
に
輝
い
た

■
軽
量
級

■
軽
量
級

■
軽
重
量
級

■
軽
重
量
級

■
中
量
級

■
中
量
級

超軽量級・決勝戦＝小宮山（左）の下手出し投げ超軽量級・決勝戦＝小宮山（左）の下手出し投げ

軽量級・決勝戦＝岸本（左）の上手投げ軽量級・決勝戦＝岸本（左）の上手投げ

中量級・決勝戦＝山中（右）と松本ががっぷり四つに組む中量級・決勝戦＝山中（右）と松本ががっぷり四つに組む

軽重量級・決勝戦＝石井（左）の押し出し軽重量級・決勝戦＝石井（左）の押し出し

■
重
量
級

■
重
量
級
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ニュース　全日本女子相撲選手権大会

◎
優
勝
＝
野
村
紗
矢
香
選
手

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
た
ま
た
ま

が
重
な
っ
て
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

怪
我
に
気
を
つ
け
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
」

中
村
凛　
　

◯
引
き
落
と
し　
山
下
紗
莉
奈

久
野
愛
莉　

◯
引
き
落
と
し　
　

中
村
凛

久
野
愛
莉　

◯
寄
り
切
り　
　
山
下
紗
莉
奈

　

無
差
別
級
は
４
連
覇
中
の
久
野
愛
莉
、

中
村
凛
（
日
本
大
学
）、山
下
紗
莉
奈
（
金

沢
学
院
大
附
属
高
講
師
）
の
３
名
の
総
当

た
り
戦
で
行
わ
れ
た
。
久
野
、
中
村
が
１

勝
し
迎
え
た
第
３
回
戦
。
久
野
が
山
下
を

寄
り
切
り
で
下
し
、
５
連
覇
を
成
し
遂
げ

た
。

◎
優
勝
＝
久
野
愛
莉
選
手

「
今
回
５
連
覇
が
か
か
っ
て
い
る
中
で
、

大
学
の
後
輩
（
中
村
）
と
石
川
県
の
同
期

（
山
下
）
と
の
試
合
だ
っ
た
の
で
、
勝
た

な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か

っ
た
で
す
。
し
っ
か
り
勝
つ
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
世
界
選
手
権
、
コ
ン

バ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
ズ
と
世
界
大
会
が
控
え
て

い
る
の
で
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

石
川
選
抜　
　

２
―
１　
　
　
　

静
岡
県

谷
口
愛　
　

◯
寄
り
倒
し　
　

武
井
陽
奈

久
野
愛
莉　

◯
寄
り
切
り　
　

福
里
愛
美

黒
坂
麻
樹　
　

下
手
投
げ
◯　

岸
本
は
な

　

決
勝
は
前
回
大
会
優
勝
の
白
鳥
（
東

京
）
を
準
決
勝
で
下
し
た
石
川
選
抜
と
第

26
回
大
会
優
勝
の
静
岡
県
の
対
戦
。
先
鋒

戦
は
谷
口
愛
（
石
川
）
と
武
井
陽
奈
（
静

岡
）
の
対
戦
。
体
格
で
勝
る
谷
口
が
武
井

を
寄
り
倒
し
勝
利
。
続
く
中
堅
戦
は
、
無

差
別
級
５
連
覇
の
久
野
（
石
川
）
が
福
里

愛
美
（
静
岡
）
を
盤
石
の
強
さ
で
寄
り
切

り
勝
利
。
こ
の
時
点
で
石
川
選
抜
の
初
優

勝
が
決
ま
っ
た
。
大
将
戦
は
軽
量
級
で
優

勝
に
輝
い
た
岸
本
（
静
岡
）
が
体
格
差
を

跳
ね
返
し
、
黒
坂
麻
樹
（
石
川
）
に
下
手

投
げ
で
勝
利
。
２
―
１
で
石
川
選
抜
が
優

勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
石
川
選
抜
・
久
野
愛
莉
選
手

「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
今
年
の
女
子
の

団
体
戦
全
て
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
来
年
、
連
覇
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
大
会

の
団
体
戦
で
は
日
本
代
表
の
大
将
を
務
め

る
の
で
、
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
」

■
無
差
別
級
（
総
当
た
り
戦
）

■
無
差
別
級
（
総
当
た
り
戦
）

■
団
体
戦

■
団
体
戦

重量級・決勝戦＝野村（右）が攻め、つきひざで勝利重量級・決勝戦＝野村（右）が攻め、つきひざで勝利

無差別級・第 3回戦＝久野（手前）が寄り切りで勝利無差別級・第 3回戦＝久野（手前）が寄り切りで勝利

団体戦・決勝先鋒戦＝団体戦・決勝先鋒戦＝
石川選抜・谷口（左）と静岡県・武井の立ち合い石川選抜・谷口（左）と静岡県・武井の立ち合い

団
体
戦
・
決
勝
大
将
戦
＝

団
体
戦
・
決
勝
大
将
戦
＝

静
岡
県
・
岸
本
（
左
）
が
下
手
投
げ
で
勝
利

静
岡
県
・
岸
本
（
左
）
が
下
手
投
げ
で
勝
利
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■超軽量級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ■軽量級
　　優　勝　小宮山結月（東京都・都立上野高校）　　　　優　勝　岸本　はな（静岡県・飛龍高校）
　　準優勝　津谷　奏夏（秋田県・大館鳳鳴高校）　　　　準優勝　奥富　夕夏（東京都・リバーサルジム新宿Me,We）

　　第３位　早川奈津美（京都府・立命館大学）　　　　　第３位　田村　仁愛（兵庫県・神戸親和大学）
　　　〃　　古瀬　愛恵（兵庫県・神戸親和大学）　　　　　〃　　新阜　夏夢（鳥取県・鳥取城北高校）
■中量級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ■軽重量級
　　優　勝　山中　未久（京都府・クレオテック）　　　　優　勝　石井さくら（東京都・足立新田高校）
　　準優勝　松本　　渚（鳥取県・Ｇｅｎｋｙ）　　　　　準優勝　島袋　心海（鳥取県・鳥取城北高校）

　　第３位　長谷川心響（青森県・木造高校）　　　　　　第３位　石川　乃愛（東京都・日本大学）
　　　〃　　水沼ひかる（愛媛県・愛媛県社会福祉事業団）　　　　〃　　太田　麻乃（静岡県・永田接骨院鍼房）
■重量級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ■無差別級
　　優　勝　野村紗矢香（和歌山県・南紀支援学校）　　　　優　勝　久野　愛莉（石川県・東洋警備保障）

　　準優勝　大蔵　紫音（東京都・日本大学）　　　　　　準優勝　中村　　凛（東京都・日本大学）
　　第３位　角田　奈那（東京都・日本大学）　　　　　　第３位　山下紗莉奈（石川県・金沢学院大学附属高講師）
　　　〃　　後藤なぎさ（鳥取県・鳥取城北高校）
■団体戦
　　優　勝　石川選抜（石川県・谷口愛、久野愛莉、黒坂麻樹、山下紗莉奈）
　　準優勝　静岡県　（静岡県・武井陽奈、福里愛美、岸本はな）
　　第３位　白　　鳥（東京都・小宮山結月、奥富夕夏、石井さくら）
　　　〃　　鳥取県Ｃ（鳥取県・島袋心海、長門美咲、石川玲愛、後藤なぎさ）

入賞者一覧入賞者一覧
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ニュース　日本古武道交流演武大会

　

第
14
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交

流
演
武
大
会
が
10
月
８
日
、
武
神
を
祀ま
つ

る

鹿
島
神
宮
（
茨
城
県
鹿
嶋
市
）
の
本
殿
前

特
設
演
武
場
で
開
催
さ
れ
た
。
境
内
に
は

参
拝
者
な
ど
を
含
む
延
べ
約
４
０
０
０
名

が
参
詣
。
多
く
の
観
衆
が
見
守
る
中
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
古
武
道
の
35
流
派
・
119

名
が
各
地
に
伝
わ
る
妙
技
を
奉
納
し
た
。

　

静せ
い

謐ひ
つ

な
鹿
島
の
杜
の
境
内
で
、
日
本
武

道
館
の
永
嶋
信
哉
振
興
部
長
の
開
会
宣
言

で
大
会
は
開
始
さ
れ
た
。
国
歌
斉
唱
に
続

い
て
、
日
本
武
道
館
の
𠮷
川
英
夫
常
任
理

事
・
事
務
局
長
が
「
各
流
派
の
技
は
戦
場

で
の
必
殺
の
技
で
あ
り
、
古
武
道
は
現
代

武
道
の
源
流
で
す
。
古
武
道
の
技
と
と
も

に
そ
の
奥
に
あ
る
心
を
堪
能
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
主
催
者
挨
拶

を
行
っ
た
。
次
に
鹿
嶋
市
の
田
口
伸
一
市

長
が
祝
辞
と
し
て
「
本
大
会
で
は
全
国
か

ら
35
流
派
が
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

ま
さ
に
日
本
を
代
表
す
る
古
武
道
大
会
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
会
が
武た
け

甕み
か

槌づ
ち

神の
か
みの
御
前
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
意

義
深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
鹿
島
の

地
で
古
武
道
の
各
流
派
の
皆
様
が
日
頃
の

鍛
錬
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
」
と
述
べ
、
続
い
て
鹿
島
神
宮

第 14回鹿島神宮奉納第 14回鹿島神宮奉納
日本古武道交流演武大会日本古武道交流演武大会

尾張貫流槍術尾張貫流槍術

35 流派が演武を奉納35 流派が演武を奉納
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の
鹿
島
則
良
宮
司
が
「
本
日
は
、
大
神
様

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
稽
古
で
鍛
え
た
技
を
し
っ
か
り
と
御

神
前
で
披
露
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

演
武
は
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術
の

演
武
か
ら
開
始
さ
れ
、
前
半
は
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
近
年
の
大
会
に
出
場
で
き
な
か

っ
た
遠
方
か
ら
の
流
派
が
演
武
し
た
。
尾

張
貫
流
槍
術
は
４
年
ぶ
り
に
奉
納
。
３
・

６
ｍ
の
二
間
槍
を
素
早
く
繰
り
出
し
観
客

を
驚
か
せ
た
。

　

演
武
が
進
む
に
つ
い
て
、
本
殿
前
に
は

参
拝
を
待
つ
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
迫
力

あ
る
古
い
に
し
えの

妙
技
に
自
然
と
足
が
止
ま
り
、

先
へ
進
む
よ
う
促
さ
れ
る
場
面
も
見
受
け

ら
れ
た
。

　

演
武
収
め
は
、
地
元
・
鹿
島
に
伝
わ
る

鹿
島
新し
ん

當と
う

流
剣
術
が
「
鹿
島
の
太
刀
」
を

披
露
し
た
。

　

最
後
は
日
本
武
道
館
の
永
嶋
振
興
部
長

が
閉
会
を
宣
言
し
て
終
了
し
た
。

田口伸一
鹿嶋市長

鹿島則良
鹿島神宮宮司

𠮷川英夫
日本武道館常任理事・事務局長

天真正伝香取神道流剣術

卜傳流剣術卜傳流剣術 竹生島流棒術竹内流柔術　腰廻小具足竹内流柔術　腰廻小具足

多くの参拝者の目が留まる

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　日本古武道交流演武大会

▶︎
澁
川
流
柔
術

▶︎
澁
川
流
柔
術

貫心流居合術貫心流居合術

宝蔵院流高田派槍術宝蔵院流高田派槍術

心月無想柳流柔術

天道流薙刀術

◀︎
伯
耆
流
居
合
術

◀︎
伯
耆
流
居
合
術



心形刀流剣術心形刀流剣術

関口流抜刀術関口流抜刀術

大東流合気柔術琢磨会大東流合気柔術琢磨会

柳生新陰流兵法剣術柳生新陰流兵法剣術

柳生心眼流體術柳生心眼流體術

氣樂流柔術氣樂流柔術

◀︎
荒
木
流
拳
法

◀︎
荒
木
流
拳
法

連
綿
と
続
く
技
と
心
を
奉
納

連
綿
と
続
く
技
と
心
を
奉
納
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ニュース　日本古武道交流演武大会

荒木流軍用小具足荒木流軍用小具足

神道夢想流杖術神道夢想流杖術 天神真楊流柔術（川越市）天神真楊流柔術（川越市）

戸田派武甲流薙刀術戸田派武甲流薙刀術

大東流合気柔術大東流合気柔術長谷川流和術無雙直傳英信流居合術
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天然理心流剣術 神道無念流剣術

直心影流薙刀術鞍馬流剣術
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ニュース　日本古武道交流演武大会

無比無敵流杖術

金硬流唐手・沖縄古武術立身流兵法

▶▶
鹿
島
新
當
流
剣
術

天神真楊流柔術（新座市）

小野派一刀流剣術

各
地
に
伝
わ
る
古
の
妙
技

各
地
に
伝
わ
る
古
の
妙
技
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術
技
交
流
研
修
会
と
４
年
ぶ
り
の
懇
親
会

　

大
会
前
日
に
は
、
鹿
島
神
宮
の
武
徳
殿

で
、
術
技
交
流
研
修
会
を
実
施
。
演
武
場

を
２
面
に
分
け
て
２
部
制
で
行
わ
れ
た
。

待
機
中
の
演
武
者
は
他
流
派
を
見
取
り
稽

古
。
演
武
者
は
迫
真
の
演
武
を
繰
り
広

げ
、
大
勢
の
流
派
が
見
守
っ
た
。

　

研
修
会
後
、
場
所
を
サ
ン
ロ
ー
ド
鹿
島

研
修
会
で
互
い
の
技
を
見
取
り
稽
古

武徳殿で行われた術技交流研修会

【
出
場
流
派
・
参
加
者
】

①
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術
（
京
増
重
利
、

荒
野
祥
司
、
成
毛
弘
、
櫻
井
俊
也
）

②
竹
生
島
流
棒
術
（
松
浦
寛
澄
、
岩
永
雅
彦
、

迎
俊
明
、
石
川
裕
章
）

③
竹
内
流
柔
術
　
腰
廻
小
具
足
（
竹
内
秀
将
、

竹
内
勢
至
、
竹
内
智
隆
）

④
卜
傳
流
剣
術
（
小
山
隆
秀
、
小
山
秀
晃
）

⑤
貫
心
流
居
合
術
（
上
田
峻
平
、
安
食
敬
太
）

⑥
澁
川
流
柔
術
（
吉
野
明
嗣
、
リ
チ
ャ
ー
ド

ス
ト
ー
ネ
ル
）

⑦
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
（
加
藤
了
嗣
、
西

堀
清
作
）

⑧
伯
耆
流
居
合
術
（
大
窪
敏
明
、
井
上
優
一

郎
、
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
・
ラ
ス
コ
ム
）

⑨
天
道
流
薙
刀
術
（
木
村
恭
子
、
木
村
有
里
、

清
水
真
由
美
、
角
間
富
美
）

⑩
心
月
無
想
柳
流
柔
術
（
桑
波
田
秀
祐
、
奥

村
宗
一
郎
、
仲
尾
昭
二
）

⑪
心
形
刀
流
剣
術
（
小
林
強
、
原
謙
一
、
伊

東
大
輔
）

⑫
関
口
流
抜
刀
術
（
中
山
洋
一
、
林
憲
一
、

米
谷
明
、
米
谷
香
織
）

⑬
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会
（
小
林
明
彦
、

福
岡
愼
輔
、
三
上
篤
志
、
中
岡
飛
鳥
）

⑭
尾
張
貫
流
槍
術
（
下
村
幸
裕
、
下
村
直
樹
、

赤
羽
根
大
介
、
若
尾
洋
子
）

⑮
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
（
柳
生
耕
一
、
中

山
雄
介
、
寺
田
裕
昭
、
松
本
義
久
）

⑯
柳
生
心
眼
流
體
術
（
梶
塚
靖
司
、
寺
久
保

敦
也
、
藤
澤
勝
也
）

⑰
氣
樂
流
柔
術
（
川
島
輝
之
、
船
田
清
、
反

町
明
大
、
大
塚
良
太
郎
）

⑱
荒
木
流
拳
法
（
西
川
二
郎
、
細
野
桂
一
、

に
移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
懇
親
会

と
銘
打
っ
て
食
事
会
が
行
わ
れ
る
の
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
以
来
４
年
ぶ

り
。
鹿
島
神
宮
か
ら
は
御
神
酒
が
振
る
舞

わ
れ
た
。
参
加
者
は
親
睦
を
深
め
、
演
武

大
会
に
向
け
て
英
気
を
養
っ
た
。

４年ぶりに開催された懇親会

鈴
木
崇
史
）

⑲
戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術
（
建
入
久
代
、
永

埜
浩
司
、
本
多
日
向
子
、
小
野
貴
史
）

⑳
天
神
真
楊
流
柔
術（
川
越
市
）（
柴
田
孝
一
、

柴
田
俊
充
、
阿
部
岳
春
、
今
野
賢
太
）

㉑
荒
木
流
軍
用
小
具
足
（
千
葉
明
、
片
桐
克

彦
、
河
野
真
一
、
鶴
岡
嘉
治
）

㉒
神
道
夢
想
流
杖
術
（
小
塚
禮
子
、
神
之
薗

文
男
、
林
映
子
、
安
田
嘉
一
）

㉓
長
谷
川
流
和
術
（
桑
原
巡
、
倉
田
勝
己
、

逸
見
彰
一
、
小
野
晴
佳
）

㉔
天
然
理
心
流
剣
術
（
常
田
貞
行
、
時
田
由

記
、
小
林
恵
子
、
須
田
英
宏
）

㉕
無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
術
（
関
口
髙
明
、

中
野
園
子
、
尾
上
政
人
）

㉖
大
東
流
合
気
柔
術
（
近
藤
昌
之
、
臼
山
秀

遠
、
滝
口
太
士
、
味
岡
功
磨
）

㉗
神
道
無
念
流
剣
術
（
小
川
武
、
土
屋
正
則
、

相
馬
功
一
、
玉
根
純
也
）

㉘
直
心
影
流
薙
刀
術（
渋
谷
桂
子
、伊
原
曜
子
）

㉙
鞍
馬
流
剣
術
（
柴
田
章
雄
、
渡
辺
良
雄
、

𠮷
田
穣
覚
、
松
井
康
一
）

㉚
小
野
派
一
刀
流
剣
術
（
矢
吹
裕
二
、
庄
嶋

卓
司
）

㉛
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術
（
早
坂
ゆ
か

り
、早
坂
義
文
、大
和
久
正
幸
、植
松
哲
司
）

㉜
立
身
流
兵
法
（
加
藤
紘
、加
藤
敦
、齊
藤
勝
、

江
尻
裕
介
）

㉝
無
比
無
敵
流
杖
術
（
根
本
憲
一
、
村
木
浩

治
、
沢
幡
伸
男
、
小
國
英
智
）

㉞
天
神
真
楊
流
柔
術（
新
座
市
）（
古
川
眞
一
、

小
澤
修
一
）

㉟
鹿
島
新
當
流
剣
術
（
内
田
嘉
昭
、
今
井
淳

也
、
橋
本
大
、
小
松
崎
政
史
）
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ニュース　全日本学生柔道体重別選手権大会

　

大
会
は
、
国
際
柔
道
連
盟
の
試
合
審
判

規
定
に
よ
り
、
試
合
時
間
は
４
分
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
わ
れ
た
。

■
男　

子

▼
60
㎏
級

　

白
金
宏
都　

小
内
巻
込　

関
本
賢
太

　

決
勝
は
、
白
金
宏
都
（
筑
波
大
）
と
関

本
賢
太
（
明
治
大
）
が
対
戦
。
延
長
１
分

過
ぎ
、
白
金
が
小
内
巻
込
で
技
有
を
奪

い
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◉
60
㎏
級
優
勝
＝
白
金
宏
都
（
筑
波
大
）

「
強
い
選
手
ば
か
り
で
し
た
が
、
一
戦
一

戦
を
丁
寧
に
戦
っ
て
き
た
の
が
優
勝
に
繋つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
決
勝
の
関
本
選
手

も
強
か
っ
た
で
す
が
自
分
の
柔
道
を
貫
き

ま
し
た
」

▼
66
㎏
級

　

中
島
瑞
貴　

内
股
返　

古
志
侑
樹

　

決
勝
は
中
島
瑞
貴
（
早
稲
田
大
）
と
古

志
侑
樹
（
天
理
大
）。
延
長
戦
で
古
志
が

全日本学生柔道
体重別選手権大会

２
０
２
３
年

放
っ
た
内
股
を
中
島
が
返
し
て
勝
利
。
中

島
が
早
稲
田
大
と
し
て
男
子
で
初
め
て
優

勝
に
輝
い
た
。

◉
66
㎏
級
優
勝
＝
中
島
瑞
貴（
早
稲
田
大
）

「
堅
実
に
や
れ
た
と
思
い
ま
す
。
嬉う
れ

し
い

で
す
。
決
勝
は
長
い
戦
い
と
な
っ
て
、
気

持
ち
で
勝
負
だ
な
と
臨
み
ま
し
た
。
最
後

に
決
め
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
で
す
」

▼
73
㎏
級

　

田
中
裕
大　

大
腰　

田
中
龍
雅

　

勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
田
中
裕
大
（
国

士
舘
大
）
と
田
中
龍
雅
（
筑
波
大
）。
延

長
５
分
過
ぎ
に
田
中
裕
大
が
豪
快
な
大
腰

を
放
っ
て
技
有
を
奪
取
。
悲
願
の
優
勝
を

果
た
し
た
。

◉
73
㎏
級
優
勝
＝
田
中
裕
大（
国
士
舘
大
）

「
去
年
、
こ
の
大
会
で
情
け
な
い
試
合
を

し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
１
年
間
、
優

勝
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
決

勝
は
、
相
手
の
勢
い
に
の
ま
れ
ず
に
自
分

ら
し
さ
を
出
せ
た
と
思
い
ま
す
」

男　子
66㎏級

中島瑞貴　　 が
早大男子勢で初タイトル

（早稲田大）

女　子
78㎏超級

米川明穂　　が
悲願の初優勝

（筑波大）

　

体
重
別
の
学
生
柔
道
日
本
一
を
決
め
る
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
、
朝
日
新
聞
社
）
が
９
月
30
日
・
10
月
１
日
、
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
試
合
は
各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
に
よ
り
、
男

女
14
階
級
で
争
わ
れ
、
男
子
66
㎏
級
で
は
、
中
島
瑞
貴
が
早
稲
田
大
と
し
て
初
め
て

優
勝
し
た
。
女
子
78
㎏
超
級
で
は
、
米
川
明
穂
（
筑
波
大
）
が
大
会
を
制
し
た
。

66㎏級・決勝＝中島（上）が内股を返す66㎏級・決勝＝中島（上）が内股を返す78㎏超級・決勝＝米川（左）の小外刈78㎏超級・決勝＝米川（左）の小外刈
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勝
は
我
慢
の
試
合
で
し
た
が
、
優
勝
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
」

▼
100
㎏
級

　

朝
廣
隆
翔　

○
合
技　

田
中
航
太

　

朝
廣
隆
翔（
明
治
大
）と
田
中
航
太（
筑

波
大
）。
終
了
間
際
に
朝
廣
が
大
内
返
と

横
四
方
固
の
合
技
で
勝
ち
を
収
め
た
。

◉
100
㎏
級
優
勝
＝
朝
廣
隆
翔
（
明
治
大
）

「
去
年
は
出
場
で
き
な
か
っ
た
の
で
優
勝

で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は
最
後
ま
で

気
を
抜
く
こ
と
な
く
戦
え
ま
し
た
」

▼
100
㎏
超
級

　

酒
井
晃
輝　

大
内
刈　

笠
原
勇
馬

　

決
勝
は
酒
井
晃
輝
（
天
理
大
）
と
笠
原

勇
馬
（
国
士
舘
大
）。
中
盤
に
酒
井
が
放

っ
た
大
内
刈
で
技
有
を
奪
取
。
試
合
は
そ

の
ま
ま
終
了
し
、酒
井
が
優
勝
を
飾
っ
た
。

60㎏級・決勝＝白金（下）の小内巻込60㎏級・決勝＝白金（下）の小内巻込

▼
81
㎏
級

　

澤
口
宗
志　

払
腰　

三
ツ
石
岳
大

　

決
勝
は
、
澤
口
宗
志
（
日
本
体
育
大
）

と
三
ツ
石
岳
大
（
東
海
大
）。
延
長
早
々

に
、
澤
口
が
力
い
っ
ぱ
い
に
払
腰
を
放
っ

て
試
合
を
決
め
た
。

◉
81
㎏
級
優
勝
＝
澤
口
宗
志（
日
本
体
育
大
）

「
優
勝
で
き
て
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。
場

内
か
ら
力
を
も
ら
い
ま
し
た
」

▼
90
㎏
級

　

藤
永
龍
太
郎　

体
落　

海
堀
陽
弥

　

決
勝
は
、
藤
永
龍
太
郎
（
国
士
舘
大
）

と
海
堀
陽
弥
（
日
本
体
育
大
）。
両
大
の

関
係
者
か
ら
大
声
援
が
送
ら
れ
る
な
か
、

藤
永
が
虚
を
衝
い
た
体
落
で
勝
利
し
た
。

◉
90
㎏
級
優
勝
＝
藤
永
龍
太
郎（
国
士
舘
大
）

「
去
年
優
勝
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の

悔
し
さ
を
糧
に
稽
古
し
て
き
ま
し
た
。
決

73㎏級・決勝＝田中裕大（下）の豪快な大腰73㎏級・決勝＝田中裕大（下）の豪快な大腰

81㎏級・決勝＝澤口（奥）が払腰を放つ81㎏級・決勝＝澤口（奥）が払腰を放つ

90㎏級・決勝＝藤永（奥）の体落90㎏級・決勝＝藤永（奥）の体落

100㎏級・決勝＝田中（上）の大内刈を返す朝廣100㎏級・決勝＝田中（上）の大内刈を返す朝廣100㎏超級・決勝＝酒井（左）の大内刈100㎏超級・決勝＝酒井（左）の大内刈
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ニュース　全日本学生柔道体重別選手権大会

■
女　

子

▼
48
㎏
級

　

稲
垣
若
菜　

○
合
技　
古
里
幸
永
羽

　

決
勝
は
、
稲
垣
若
菜
（
桐
蔭
横
浜
大
）

と
古
里
幸
永
羽（
山
梨
学
院
大
）の
対
決
。

開
始
１
分
で
稲
垣
は
崩
上
四
方
固
で
技
有

を
取
ら
れ
た
も
の
の
、
勢
い
よ
く
放
っ
た

袖
釣
込
腰
か
ら
そ
の
ま
ま
袈
裟
固
に
持
ち

込
ん
で
合
技
で
一
本
勝
ち
し
た
。

◉
48
㎏
級
優
勝
＝
稲
垣
若
菜（
桐
蔭
横
浜
大
）

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
先
に
ポ
イ

ン
ト
を
取
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
勝

つ
こ
と
だ
け
を
考
え
ま
し
た
。
自
分
の
ペ

ー
ス
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

▼
52
㎏
級

　

伊
藤
南
風　

大
内
刈　

宮
井
杏

　

決
勝
は
、
伊
藤
南
風
（
環
太
平
洋
大
）

と
宮
井
杏（
山
梨
学
院
大
）。
終
了
直
前
、

幾
度
と
な
く
伊
藤
が
大
内
刈
を
繰
り
出

す
。
最
後
に
こ
れ
が
技
有
と
な
っ
て
勝
利

を
収
め
、
伊
藤
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▼
57
㎏
級

　

込
山
未
菜　

○
袖
釣
込
腰　

武
田
優
香

　

勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
込
山
未
菜
（
東

海
大
）
と
武
田
優
香
（
龍
谷
大
）。
試
合

は
込
山
が
主
導
権
を
握
る
。
中
盤
、
激
し

く
攻
め
立
て
る
込
山
が
鮮
や
か
な
袖
釣
込

腰
を
決
め
て
勝
利
し
た
。

◉
57
㎏
級
優
勝
＝
込
山
未
菜
（
東
海
大
）

「
一
戦
一
戦
、
優
勝
に
向
か
っ
て
頑
張
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

▼
63
㎏
級

　
山
口
葵
良
梨　

○
反
則
負
け　

石
岡
来
望

　

決
勝
は
山
口
葵
良
梨
（
国
士
舘
大
）
と

石
岡
来
望
（
環
太
平
洋
大
）。
延
長
戦
で

相
手
の
反
則
負
け
で
山
口
が
勝
利
し
た
。

▼
70
㎏
級

　

溝
口
葵　

後
袈
裟
固　

本
田
詩
乃

　

勝
ち
上
が
っ
た
の
は
溝
口
葵
（
龍
谷

大
）
と
本
田
詩
乃
（
帝
京
大
）。
延
長
戦

で
相
手
の
寝
技
を
返
し
た
溝
口
が
後
袈
裟

固
に
入
る
。
こ
れ
が
技
有
と
な
り
、
試
合

は
終
了
。
涙
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
70
㎏
級
優
勝
＝
溝
口
葵
（
龍
谷
大
）

「
涙
が
出
る
く
ら
い
め
っ
ち
ゃ
嬉
し
い
で

す
。
こ
れ
ま
で
、
け
が
も
あ
っ
た
り
し
て

自
分
の
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
今
日
は
自
分
の
柔
道
が

で
き
ま
し
た
」

▼
78
㎏
級

　

稲
葉
千
皓　

○
払
腰　

池
田
紅　

　

稲
葉
千
皓
（
国
士
舘
大
）
と
池
田
紅
（
東

海
大
）。
序
盤
に
稲
葉
が
勢
い
よ
く
払
腰

を
放
つ
。
瞬
く
間
に
池
田
の
身
体
が
美
し

48㎏級・決勝＝稲垣（右）の袖釣込腰48㎏級・決勝＝稲垣（右）の袖釣込腰

52㎏級・決勝＝伊藤（右）が大内刈で技有を奪う52㎏級・決勝＝伊藤（右）が大内刈で技有を奪う

▲ 57㎏級・決勝＝込山（下）▲ 57㎏級・決勝＝込山（下）
が袖釣込腰で一本勝ちが袖釣込腰で一本勝ち

◀︎ 63㎏級・決勝＝果敢に攻め◀︎ 63㎏級・決勝＝果敢に攻め
る山口（奥）る山口（奥）

70㎏級・決勝＝溝口（手前）の後袈裟固70㎏級・決勝＝溝口（手前）の後袈裟固
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【
大
会
結
果
】

■
男
子

▼
60
㎏
級
＝
①
白
金
宏
都
（
筑
波
大
）
②

関
本
賢
太
（
明
治
大
）
③
南
太
陽
（
日

本
文
理
大
）、
天
野
武
蔵
（
明
治
大
）

▼
66
㎏
級
＝
①
中
島
瑞
貴
（
早
稲
田
大
）

②
古
志
侑
樹
（
天
理
大
）
③
吉
岡
正

晃
（
国
士
舘
大
）、佐
々
木
光
太
朗
（
法

政
大
）

▼
73
㎏
級
＝
①
田
中
裕
大
（
国
士
舘
大
）

②
田
中
龍
雅
（
筑
波
大
）
③
中
村
将

大
（
天
理
大
）、
旭
征
哉
（
筑
波
大
）

▼
81
㎏
級
＝
①
澤
口
宗
志
（
日
本
体
育

大
）
②
三
ツ
石
岳
大
（
東
海
大
）
③

飯
田
健
介
（
早
稲
田
大
）、
菅
原
幸
大

（
日
本
体
育
大
）

▼
90
㎏
級
＝
①
藤
永
龍
太
郎
（
国
士
舘

大
）
②
海
堀
陽
弥
（
日
本
体
育
大
）

③
岡
田
陸
（
国
士
舘
大
）、
中
村
俊
太

（
國
學
院
大
）

▼
100
㎏
級
＝
①
朝
廣
隆
翔
（
明
治
大
）

②
田
中
航
太
（
筑
波
大
）
③
工
藤
海

人（
東
海
大
）、金
澤
聡
瑠（
国
士
舘
大
）

▼
100
㎏
超
級
＝
①
酒
井
晃
輝
（
天
理
大
）

②
笠
原
勇
馬
（
国
士
舘
大
）
③
ル
タ

ー
エ
ン
フ
ボ
ル
ド
（
山
梨
学
院
大
）、

三
谷
雄
大
（
桐
蔭
横
浜
大
）

■
女
子

▼
48
㎏
級
＝
①
稲
垣
若
菜
（
桐
蔭
横
浜

大
）
②
古
里
幸
永
羽
（
山
梨
学
院
大
）

③
原
田
瑞
希
（
日
本
大
）、吉
岡
光
（
東

海
大
）

▼
52
㎏
級
＝
①
伊
藤
南
風
（
環
太
平
洋

大
）
②
宮
井
杏
（
山
梨
学
院
大
）
③

中
嶋
涼
葉
（
福
岡
大
）、中
島
幸
穂
（
仙

台
大
）

▼
57
㎏
級
＝
①
込
山
未
菜
（
東
海
大
）
②

武
田
優
香
（
龍
谷
大
）
③
西
川
み
は

る
（
帝
京
大
）、宮
崎
七
海
（
東
海
大
）

▼
63
㎏
級
＝
①
山
口
葵
良
梨
（
国
士
舘

大
）
②
石
岡
来
望
（
環
太
平
洋
大
）

③
三
谷
桜
（
帝
京
大
）、谷
岡
成
美
（
筑

波
大
）

▼
70
㎏
級
＝
①
溝
口
葵
（
龍
谷
大
）
②
本

田
詩
乃
（
帝
京
大
）
③
井
上
七
海
（
仙

台
大
）、
大
森
恵
花
（
早
稲
田
大
）

▼
78
㎏
級
＝
①
稲
葉
千
皓
（
国
士
舘
大
）

②
池
田
紅
（
東
海
大
）
③
杉
村
美
寿

希
（
東
海
大
）、
衣
笠
裕
美
子
（
環
太

平
洋
大
）

▼
78
㎏
超
級
＝
①
米
川
明
穂
（
筑
波
大
）

②
川
口
鈴
王
（
明
治
国
際
医
療
大
）

③
髙
山
紗
楓
（
環
太
平
洋
大
）、
山
本

海
蘭
（
山
梨
学
院
大
）

い
放
物
線
を
描
い
て
一
本
。
稲
葉
が
優
勝

を
勝
ち
取
っ
た
。

◉
78
㎏
級
優
勝
＝
稲
葉
千
皓
（
国
士
舘
大
）

「
実
感
は
湧
き
ま
せ
ん
が
す
ご
く
嬉
し
い

で
す
。
今
日
は
気
負
わ
ず
に
頑
張
れ
ま
し

た
。決
勝
で
一
本
が
取
れ
て
嬉
し
い
で
す
」

▼
78
㎏
超
級

　

米
川
明
穂　

小
外
刈　

川
口
鈴
王

　

決
勝
は
、昨
年
準
優
勝
の
米
川
明
穂（
筑

波
大
）
と
川
口
鈴
王
（
明
治
国
際
医
療

大
）。
延
長
戦
で
川
口
が
仕
掛
け
た
と
こ

ろ
に
米
川
が
小
外
刈
で
技
有
を
奪
取
。
悲

願
の
優
勝
に
輝
い
た
。

◉
78
㎏
超
級
優
勝
＝
米
川
明
穂
（
筑
波
大
）

「
嬉
し
い
で
す
。
去
年
悔
し
い
思
い
を
し

た
の
で
、
勝
て
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
」 78㎏級・決勝＝稲葉（奥）が払腰を決める78㎏級・決勝＝稲葉（奥）が払腰を決める

挨拶を行う冲永会長挨拶を行う冲永会長

創
立
創
立
7070
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

周
年
記
念
式
典
を
挙
行

全
日
本
学
生
柔
道
連
盟

全
日
本
学
生
柔
道
連
盟

心技体 人を育てる総合誌

　

９
月
30
日
の
大
会
終
了
後
、
グ
ラ
ン
ド

ア
ー
ク
半
蔵
門
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
の
創
立
70
周
年
記

念
式
典
が
200
名
が
出
席
し
、
行
わ
れ
た
。

　

式
典
で
は
冲
永
佳
史
会
長
が
挨
拶
。
来

賓
と
し
て
全
日
本
柔
道
連
盟
の
中
村
真
一

会
長
、
講
道
館
の
上
村
春
樹
会
長
な
ど
が

祝
辞
を
述
べ
た
。
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ニュース　全日本実業団剣道大会

第第
6565
回
全
日
本
実
業
団
剣
道
大
会

回
全
日
本
実
業
団
剣
道
大
会

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

がが

７
年
ぶ
り
の
優
勝

７
年
ぶ
り
の
優
勝

　

第
65
回
全
日
本
実
業
団
剣
道
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
実
業
団
剣
道
連
盟
）
が
９
月

18
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大

会
に
は
全
国
か
ら
340
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

実
業
団
剣
道
日
本
一
が
争
わ
れ
た
。

　

決
勝
は
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

と
富
士
フ
イ
ル
ム
Ｂ
Ｉ（
本
社
）が
対
戦
。

代
表
戦
の
末
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
Ｅ
Ｗ
門

真
）
が
７
年
ぶ
り
に
優
勝
し
た
。

　

試
合
は
５
人
制
の
団
体
戦
で
行
わ
れ

た
。
試
合
時
間
は
準
々
決
勝
ま
で
は
３

分
、
準
決
勝
お
よ
び
決
勝
は
４
分
。
勝
敗

は
勝
者
数
で
決
し
、
同
数
の
場
合
に
は
総

取
得
本
数
に
よ
っ
て
決
し
た
。
勝
者
数
、

総
取
得
本
数
が
同
数
の
場
合
、
代
表
者
に

よ
る
代
表
戦
で
勝
敗
を
決
し
た
。

■
１
〜
６
回
戦

　

前
回
大
会
優
勝
の
三
井
住
友
海
上
（
本

店
）、
同
３
位
の
九
州
電
力
（
本
店
）、
西

日
本
シ
テ
ィ
銀
行
（
本
店
）
が
３
回
戦
で

敗
退
。
ま
た
、
前
回
大
会
準
優
勝
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
（
本
社
）
も
６
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
退

す
る
な
ど
、
前
回
大
会
ベ
ス
ト
４
の
チ
ー

ム
が
準
々
決
勝
を
前
に
姿
を
消
し
た
。

（
以
下
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
→
パ
ナ
、
富
士

フ
イ
ル
ム
→
富
士
Ｆ
）

決勝・パナ（EW門真）対富士 FBI（本社）／代表戦＝パナ・川﨑（手前）が面を決める決勝・パナ（EW門真）対富士 FBI（本社）／代表戦＝パナ・川﨑（手前）が面を決める
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■
準
々
決
勝

　

準
々
決
勝
に
名
を
連
ね
た
の
は
、
東
芝

テ
ッ
ク
（
本
社
）、
Ｎ
Ｘ
商
事
（
本
社
）、

三
菱
商
事
（
本
店
）、パ
ナ
（
Ｅ
Ｗ
門
真
）、

富
士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
（
本
社
）、
パ
ナ
（
Ｅ
Ｗ
本

社
）、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
（
福
岡
）、
富

士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
）
の
８
チ
ー

ム
で
あ
っ
た
。

　

東
芝
テ
ッ
ク（
本
社
）と
Ｎ
Ｘ
商
事（
本

社
）
の
試
合
は
、
東
芝
テ
ッ
ク
が
先
鋒
、

次
鋒
、
中
堅
と
３
連
勝
し
、
準
決
勝
に
進

出
し
た
。

　

三
菱
商
事
（
本
店
）
と
パ
ナ
（
Ｅ
Ｗ
門

真
）
の
試
合
は
パ
ナ
の
先
鋒
・
川
﨑
陽
也

と
副
将
・
髙
優
司
が
２
勝
を
奪
い
、勝
利
。

　

富
士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
（
本
社
）
と
パ
ナ
（
Ｅ
Ｗ

本
社
）
の
試
合
は
、
副
将
ま
で
０
｜
０
の

ま
ま
大
将
戦
に
も
つ
れ
込
む
。
富
士
Ｆ
Ｂ

Ｉ
の
大
将
・
梅
ヶ
谷
翔
が
、
鍔つ
ば

競
り
合
い

か
ら
の
引
き
面
を
決
め
、
一
本
勝
ち
。
１

｜
０
の
接
戦
を
制
し
た
。

　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
（
福
岡
）
と
富
士

Ｆ
Ｂ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
）
の
試
合
は
、

富
士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
の
副
将
・
上
原
祐

二
が
出
ば
な
面
を
決
め
、
一
本
勝
ち
。
そ

の
後
、
大
将
が
引
き
分
け
、
１
｜
０
で
富

士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
が
準
決
勝
へ
駒
を
進

め
た
。

■
準
決
勝
①

先
鋒　

川
﨑
陽
也
メ
メ
｜　
　

小
林
健
太

次
鋒　

小
阪
拓
海　
　

｜　
　

大
西
優
斗

中
堅　

安
井
奎
祐　
　

｜　
　

新
井
康
平

副
将　

髙　

優
司　
　

｜　
　

西
浦
幸
希

大
将　

日
下
達
基　
　

｜　
　

五
十
嵐
空

　

先
鋒
戦
、
パ
ナ
・
川
﨑
の
激
し
い
攻
め

や
体
当
た
り
に
、
東
芝
テ
ッ
ク
・
小
林
が

体
勢
を
崩
さ
れ
る
展
開
が
続
く
。
川
﨑
が

鋭
い
攻
め
か
ら
小
手
、
面
と
連
続
技
を
放

つ
と
、見
事
に
小
林
の
面
を
捉
え
、一
本
。

試
合
終
盤
、
小
林
が
強
引
に
突
き
を
放
つ

準決勝①・先鋒戦＝準決勝①・先鋒戦＝
パナ・川﨑（左）の１本目の面が決まるパナ・川﨑（左）の１本目の面が決まる

準決勝②・大将戦＝準決勝②・大将戦＝
一本の機会を窺（うかが）う富士 FBI・梅ヶ谷（右）一本の機会を窺（うかが）う富士 FBI・梅ヶ谷（右）

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

東
芝
テ
ッ
ク

東
芝
テ
ッ
ク

（
本
社
）

（
本
社
）

１１
｜｜
００

富
士
フ
イ
ル
ム

富
士
フ
イ
ル
ム

Ｂ
Ｉ
（
本
社
）

Ｂ
Ｉ
（
本
社
）

富
士
フ
イ
ル
ム
Ｂ
Ｉ

富
士
フ
イ
ル
ム
Ｂ
Ｉ

ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
）

ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
）

２２
｜｜
００

も
、
川
﨑
が
打
ち
終
わ
り
の
隙
を
面
で
捉

え
、
二
本
勝
ち
。
次
鋒
か
ら
大
将
が
引
き

分
け
で
繋つ
な

ぎ
、パ
ナ
が
決
勝
へ
進
出
し
た
。

■
準
決
勝
②

先
鋒　

工
藤
翔
太　
　

｜　
　

福
田
敏
樹

次
鋒　

米
満
広
将　
　

｜　
　

福
岡　

錬

中
堅　
黒
木
裕
二
郎　
　

｜　
　

野
村
慶
徳

副
将　

藤
田
啓
人　

メ
｜　
　

上
原
祐
二

大
将　

梅
ヶ
谷
翔　

コ
｜　
　

岩
川　

力

　

系
列
会
社
同
士
の
対
決
。
普
段
か
ら
稽

古
で
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
多
い
か
ら

か
、
先
鋒
か
ら
中
堅
ま
で
引
き
分
け
が
続

く
。
副
将
戦
、
富
士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
・

上
原
が
攻
め
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
富
士

Ｆ
Ｂ
Ｉ
・
藤
田
が
出
ば
な
面
を
合
わ
せ
一

本
を
先
取
。
そ
の
ま
ま
一
本
勝
ち
を
収
め

た
。
後
が
な
く
な
っ
た
富
士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
ジ
ャ

パ
ン
・
岩
川
に
対
し
、
引
き
分
け
以
上
で

チ
ー
ム
の
勝
利
と
な
る
富
士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
・
梅

ヶ
谷
の
大
将
戦
。
試
合
中
盤
、
試
合
場
の

隅
に
追
い
込
ま
れ
た
岩
川
が
手
元
を
上
げ

る
瞬
間
を
、
梅
ヶ
谷
が
出
ば
な
小
手
で
抑

え
る
。
そ
の
後
、
梅
ヶ
谷
が
一
本
を
守
り

切
り
、
勝
利
。
２
｜
０
で
富
士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が

決
勝
の
切
符
を
手
に
し
た
。
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ニュース　全日本実業団剣道大会

■
決
勝

先
鋒　

川
﨑
陽
也　

メ
｜　
　

工
藤
翔
太

次
鋒　

小
阪
拓
海　
　

｜
コ　

米
満
広
将

中
堅　

安
井
奎
祐　
　

｜　
　
黒
木
裕
二
郎

副
将　

髙　

優
司　
　

｜　
　

藤
田
啓
人

大
将　

日
下
達
基　
　

｜　
　

梅
ヶ
谷
翔

代
表
戦

　
　
　

川
﨑
陽
也　

メ
｜　
　

梅
ヶ
谷
翔

　

先
鋒
戦
は
パ
ナ
・
川
﨑
と
富
士
Ｆ
Ｂ

Ｉ
・
工
藤
が
相
見ま
み

え
、
試
合
開
始
直
後
か

ら
激
し
い
技
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。
試
合
終
盤
、
工
藤
が
面
を
防

ぎ
な
が
ら
間
合
い
を
詰
め
た
と
こ
ろ
を
、

川
﨑
が
竹
刀
の
上
か
ら
面
を
叩た
た

き
込
み
、

一
本
を
先
取
。
そ
の
ま
ま
川
﨑
が
一
本
勝

ち
を
収
め
た
。

　

次
鋒
戦
、
長
身
で
上
段
に
構
え
る
富
士

Ｆ
Ｂ
Ｉ
・
米
満
に
対
し
、
身
長
差
が
あ
る

パ
ナ
・
小
阪
は
機
敏
な
足
さ
ば
き
で
攻
め

込
む
。
試
合
が
終
盤
に
差
し
か
か
る
と
、

小
阪
が
上
段
の
片
手
面
を
警
戒
し
、
手
元

を
上
げ
た
と
こ
ろ
に
、
米
満
が
諸
手
の
小

手
を
決
め
る
。
一
本
を
守
り
切
っ
た
米
満

が
１
勝
を
あ
げ
、
勝
負
は
五
分
と
な
る
。

　

中
堅
、
副
将
が
引
き
分
け
、
パ
ナ
・
日

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

富
士
フ
イ
ル
ム

富
士
フ
イ
ル
ム

Ｂ
Ｉ
（
本
社
）

Ｂ
Ｉ
（
本
社
）

１
代
１
代
｜｜
１１

下
と
富
士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
・
梅
ヶ
谷
の
大
将
戦
も

互
い
に
有
効
打
を
決
め
ら
れ
ず
引
き
分
け

と
な
っ
た
た
め
、
勝
負
の
行
方
は
代
表
戦

に
委
ね
ら
れ
た
。

　

代
表
戦
は
、
今
大
会
１
回
戦
か
ら
全
勝

中
の
パ
ナ
先
鋒
・
川
﨑
と
富
士
Ｆ
Ｂ
Ｉ
大

将
・
梅
ヶ
谷
が
出
場
し
、
中
央
大
学
の
先

輩
・
後
輩
対
決
と
な
っ
た
。

　

両
者
と
も
序
盤
か
ら
気
合
十
分
な
技
を

繰
り
出
し
、
熾し

烈れ
つ

な
優
勝
争
い
が
展
開
さ

れ
た
。
試
合
時
間
２
分
30
秒
過
ぎ
、
川
﨑

の
手
元
が
上
が
る
瞬
間
に
梅
ヶ
谷
が
出
ば

な
小
手
を
合
わ
せ
る
が
、
惜
し
く
も
一
本

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
試
合
時
間
３
分
を

経
過
し
、
延
長
戦
に
も
つ
れ
込
む
か
と
思

わ
れ
た
瞬
間
、
両
者
が
ほ
ぼ
同
時
に
面
に

飛
び
込
む
。
一
瞬
早
く
川
﨑
が
面
を
捉

え
、
一
本
。

　

川
﨑
が
１
回
戦
か
ら
の
勢
い
そ
の
ま
ま

に
勝
利
し
、
チ
ー
ム
は
７
年
ぶ
り
に
王
座

へ
返
り
咲
い
た
。

決勝・先鋒戦＝パナ・川﨑（右）が面を決める決勝・先鋒戦＝パナ・川﨑（右）が面を決める

決勝・次鋒戦＝富士 FBI・米満（右）が小手を決める決勝・次鋒戦＝富士 FBI・米満（右）が小手を決める
決勝・代表戦＝試合中盤、梅ヶ谷（右）が出ばな小手を放ったが、決勝・代表戦＝試合中盤、梅ヶ谷（右）が出ばな小手を放ったが、

惜しくも一本にはならなかった惜しくも一本にはならなかった

心技体 人を育てる総合誌
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【
大
会
結
果
】

▽
優　

勝
＝
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

▽
準
優
勝
＝
富
士
フ
イ
ル
ム
Ｂ
Ｉ
（
本
社
）

▽
３　

位
＝
東
芝
テ
ッ
ク
（
本
社
）、
富
士
フ
イ
ル
ム
Ｂ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
）

▽
敢
闘
賞
＝�

Ｎ
Ｘ
商
事（
本
社
）、三
菱
商
事（
本
店
）、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
Ｅ
Ｗ
本
社
）、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
（
福
岡
）

◎
優
勝
＝
勝
見
健
太
監
督

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

◎
最
優
秀
選
手
賞
＝
川
﨑
陽
也
選
手

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
Ｅ
Ｗ
門
真
）

「
７
年
ぶ
り
の
優
勝
で
と
て
も
嬉う
れ

し
い
で

す
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
１
本
差
で
泣
い
て

き
た
の
で
、
そ
こ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
っ

て
い
う
の
は
す
ご
い
良
か
っ
た
で
す
。

（
最
後
の
代
表
戦
に
つ
い
て
）
今
日
は
川

﨑
が
全
勝
し
て
い
て
、
勢
い
も
良
く
気
持

ち
も
乗
っ
て
い
た
の
で
、
最
後
は
そ
の
力

に
託
し
て
み
ま
し
た
。

　

今
回
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
、
本
社
チ
ー
ム

を
Ａ
チ
ー
ム
と
し
て
、
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
５

チ
ー
ム
出
場
し
ま
し
た
。
今
回
優
勝
し
た

の
は
Ｂ
チ
ー
ム
な
ん
で
す
け
ど
、
全
チ
ー

ム
が
上
位
を
目
指
し
て
試
合
を
し
た
の

で
、
そ
れ
が
結
果
に
繋
が
っ
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

（
今
後
の
意
気
込
み
に
つ
い
て
）
ま
ず

は
、
こ
の
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
今
日
の

試
合
の
課
題
を
洗
い
出
し
て
、
来
年
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
気
持
ち
で
戦
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
」

「
こ
れ
ま
で
チ
ー
ム
で
い
ろ
ん
な
話
し
合

い
を
し
な
が
ら
結
束
を
固
め
て
き
ま
し

た
。
今
日
は
後
ろ
に
控
え
る
ベ
テ
ラ
ン
の

先
輩
に
回
せ
ば
絶
対
に
勝
て
る
と
思
っ

て
、
自
信
を
持
っ
て
戦
い
ま
し
た
。

　

梅
ヶ
谷
選
手
と
の
代
表
戦
は
、
大
学
の

先
輩
な
の
で
す
ご
く
緊
張
し
た
ん
で
す
け

ど
、
も
う
胸
を
借
り
る
気
持
ち
で
思
い
っ

き
り
行
き
ま
し
た
。

　

入
社
１
年
目
な
の
で
す
が
、
職
場
や
剣

道
部
の
方
々
が
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
支
え

て
く
れ
て
、
剣
道
と
仕
事
を
両
立
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
強
い
同
期

と
毎
日
練
習
で
き
る
の
で
、
と
て
も
い
い

環
境
で
剣
道
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
優
勝
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
た
初

心
に
戻
っ
て
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
、
来

年
ま
た
こ
の
舞
台
で
優
勝
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

笑顔で記念撮影をする、パナソニックの選手と関係者笑顔で記念撮影をする、パナソニックの選手と関係者

全国の実業団剣道 340チームが日本武道館の大道場に集結した全国の実業団剣道 340チームが日本武道館の大道場に集結した
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ニュース　全国少林寺拳法指導者研修会

●
開
講
式　

開
講
式
で
は
、
は
じ
め
に
野の

田だ

千ち

春は
る

少
林
寺
拳
法
連
盟
理
事
が
主
催
者

挨
拶
に
立
ち
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
学
校
現
場
に
お
け
る
指
導
は
生
徒
が
主

体
的
・
対
話
的
に
学
び
、
総
合
的
な
思
考

力
や
表
現
力
を
養
う
こ
と
で
生
き
る
力
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

少
林
寺
拳
法
に
は
『
組
手
主
体
』
と
い

う
教
え
が
あ
り
、
相
手
と
と
も
に
上
達
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
、

主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
に
相ふ
さ
わ応

し
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
で
協

　

■
１
日
目
（
９
月
16
日
）

 指導者の持ち味を生かす 指導者の持ち味を生かす
　武道授業の実施を目指して 　武道授業の実施を目指して 

第 11回全国少林寺拳法指導者研修会第 11回全国少林寺拳法指導者研修会

　

第
11
回
全
国
少
林
寺
拳
法
指
導
者
研
修

会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・
少
林
寺
拳
法

連
盟
、
後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
）
が
９
月
16

～
18
日
の
３
日
間
、
千
葉
県
勝
浦
市
の
日

本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。

　

本
研
修
会
は
少
林
寺
拳
法
を
専
門
と
し

な
い
中
学
校
保
健
体
育
科
教
員
の
授
業
力

向
上
と
、
少
林
寺
拳
法
授
業
指
導
者
を
対

象
に
伝
達
講
習
の
で
き
る
中
核
的
指
導
者

を
養
成
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
。
講
師
・

助
講
師
８
名
、
小
・
中
学
校
の
教
員
な
ら

び
に
教
員
を
目
指
す
大
学
生
を
含
む
34
名

が
参
加
し
た
。
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和田健和田健
日本武道館振興課長日本武道館振興課長

野田千春
少林寺拳法連盟理事

よ
う
な
実
り
の
あ
る
研
修
会
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。◇

●
講
義
Ⅰ　

髙こ
う

坂さ
か

正ま
さ

治は
る

講
師
が
「
中
学
校

武
道
（
少
林
寺
拳
法
）
授
業
で
伝
え
た
い

こ
と
」
と
題
し
て
、「
少
林
寺
拳
法
の
特

性
と
は
何
か
」
を
自
分
自
身
の
言
葉
で
明

確
に
、
具
体
的
、
簡
潔
に
説
明
で
き
る
よ

う
に
と
本
研
修
会
の
目
的
を
示
し
た
。

●
講
義
・
実
技
Ⅰ　

大
道
場
に
会
場
を
移

し
、
村む
ら

瀬せ

晃あ
き

啓ひ
ろ

助
講
師
と
谷た
に

聡さ
と

士し

助
講
師

が
「
少
林
寺
拳
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
と
題

し
て
、
礼
法
や
基
本
動
作
と
基
本
と
な
る

技
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
加
者
に
示
し
た
。

第 11回全国少林寺拳法指導者研修会
講師・助講師・事務局名簿

【講師】
　髙坂正治　中学校武道授業推進委員長
　　　　　　国際武道大学体育学部武道学科教授
　小井寿史　中学校武道授業推進委員
　　　　　　岡山県笠岡市立真鍋中学校校長
　中島正樹　中学校武道授業推進委員
　　　　　　東京都富士見丘中学校・高等学校教諭
　安田智幸　中学校武道授業推進委員
　　　　　　岡山県金光学園中学校・高等学校教頭補佐
　桑島亜紀　長野県安曇養護学校教頭
　中村優一　東京都江戸川区立小岩第三中学校主幹教諭

【助講師】
　村瀬晃啓　少林寺拳法連盟東京事務所所長
　谷　聡士　少林寺拳法連盟振興普及部部長

【事務局】
　秋元宏介　少林寺拳法連盟東京事務所
　和田　健　日本武道館振興部振興課長
　石井政利　日本武道館振興部振興課主任
　矢作笙子　日本武道館振興課事務員

力
し
合
っ
て
良
い
研
修
会
を
作
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
」

　

続
い
て
和わ

田だ
た

健け
し

日
本
武
道
館
振
興
課
長

が
「
講
師
の
先
生
方
が
試
行
錯
誤
し
て
得

た
指
導
法
、
経
験
を
今
回
惜
し
み
な
く
出

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
の
場
で
解

決
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
今
回
、
初
め
て
少
林
寺
拳
法
を
経

験
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
周
り
の
仲
間
の

助
け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
経
験

者
の
方
に
は
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
初
心

者
の
方
が
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

髙坂講師が講義Ⅰで本研修会の目的とテーマを確認した

●
講
義
・
実
技
Ⅱ　
「
模
擬
授
業
」
で
は
、

中な
か

村む
ら

優ゆ
う

一い
ち

講
師
が
生
徒
に
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
を
実
感
さ
せ
る
た
め
の
授

業
づ
く
り
の
工
夫
と
し
て
、
音
楽
を
取
り

入
れ
た
実
践
例
を
紹
介
し
た
。

●
講
義
・
実
技
Ⅲ　
「
特
別
支
援
学
校
の

授
業
の
実
際
」
で
は
、
桑
島
亜
紀
講
師
か

ら
「
少
林
寺
拳
法
は
障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
適
応
し
や
す
い
教
材
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
伝
え
る
力
を
育
て
る
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」と
説
明
し
た
。

●
講
義
・
実
技
Ⅳ　

小お

井い

寿ひ
さ

史し

講
師
が「
社

会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
『
創
造
社
会
に
適

応
で
き
る
（
＝
非
認
知
能
力
が
高
い
）
人

物
』
と
、
少
林
寺
拳
法
が
求
め
る
人
物
像

に
は
重
な
る
も
の
が
あ
る
。
少
林
寺
拳
法

の
授
業
を
通
じ
て
生
徒
の
能
力
を
伸
ば
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

●
実
習
Ⅰ　

こ
の
コ
マ
で
は
教
員
の
持
ち

味
を
生
か
し
た
授
業
や
、
ど
の
よ
う
に
技

を
見
せ
る
か
、
少
林
寺
拳
法
の
特
性
の
説

明
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

●
講
義
・
実
技
Ⅴ　

習
熟
度
に
応
じ
た
班

別
活
動
で
は
、
初
心
者
班
を
安や
す

田だ

智と
し

幸ゆ
き

講

師
が
担
当
し
、
参
加
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
基
本
動
作
の
実
技
指
導
を
行
っ
た
。

　

■
２
日
目
（
９
月
17
日
）
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ニュース　全国少林寺拳法指導者研修会

●
講
義
・
実
技
Ⅵ
、
実
習
Ⅱ　

こ
の
時
間

は
各
班
で
「
技
能
の
評
価
」
と
「
少
林
寺

拳
法
の
特
性
」
を
踏
ま
え
て
中
学
校
の
武

道
授
業
に
適
し
た
演
武
の
構
成
を
検
討

し
、
時
間
を
か
け
て
翌
日
の
演
武
発
表
の

準
備
を
し
た
。

●
講
義
Ⅱ　
「
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い

て
」
で
は
安
田
講
師
か
ら
岡
山
県
笠
岡
市

に
あ
る
９
校
の
う
ち
５
校
が
少
林
寺
拳
法

の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
と
、
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

●
実
習
Ⅲ　

学
校
現
場
に
お
け
る
安
全
管

理
に
つ
い
て
、
谷
助
講
師
が
重
大
事
故
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
例
を
挙
げ
て
解
説
し

た
。

●
実
習
Ⅳ　

演
武
組
成
・
演
武
発
表
で

は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
発
表
の
直
前
ま
で
練

習
に
励
み
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
演
武
が
披

露
さ
れ
た
。

●
閉
講
式　

受
講
生
を
代
表
し
て
、
北
海

道
の
横
山
駿
太
氏
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
中な
か

島じ
ま

正ま
さ

樹き

講
師
が
講
師
講

評
を
、
最
後
に
和
田
課
長
が
主
催
者
挨
拶

を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
て
、
全
日
程
を
終
了
し

た
。

�

（
文
責　

日
本
武
道
館
振
興
課
）

各講師から一人一人に修了証が授与された

講義・実技Ⅰ「基本動作」
2人一組で行う蹴り足の上げ方を学んだ

実習Ⅱ「少林寺拳法の特性」では
各グループで検討した内容を互いに発表した

中島講師が配布教材の用途別活用方法について説明した

　

■
３
日
目
（
９
月
18
日
）

講義・実技Ⅱ「模擬授業」
中村講師が音楽を活用した授業を紹介

講義・実技Ⅲ「特別支援学校の授業の実際」で
桑島講師が少林寺拳法の可能性について解説した
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―
―
参
加
の
動
機
に
つ
い
て

　

本
年
で
教
員
生
活
が
９
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
前
任
校
は
竹
刀
、
用
具
、
外

部
指
導
者
ま
で
全
て
が
揃そ
ろ

っ
て
い
て
充

実
し
た
剣
道
授
業
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
本
年
度
赴
任
し
た
南
富
良
野

中
学
校
で
は
、
昨
年
度
ま
で
空
手
道
の

授
業
を
担
当
さ
れ
て
い
た
外
部
講
師

の
転
勤
も
あ
り
武
道
授
業
実
施
を
不
安

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
何
か

自
分
で
武
道
を
身
に
つ
け
な
く
て
は
と

思
っ
て
い
た
矢
先
に
学
校
内
回
覧
で
日

本
武
道
館
主
催
の
少
林
寺
拳
法
と
合
気

道
の
研
修
会
の
要
項
を
目
に
し
ま
し

た
。
空
手
道
に
代
わ
る
武
道
授
業
に
つ

い
て
周
り
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
少
林
寺

拳
法
が
よ
い
の
で
は
と
助
言
を
も
ら
い

申
し
込
み
を
決
意
し
ま
し
た
。

―
―
自
身
の
武
道
経
験
に
つ
い
て

　

専
門
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
で
す
。
中
学

時
代
も
武
道
の
授
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
し
、
自
分
か
ら
進
ん
で
大
学
の
授
業
で

武
道
に
取
り
組
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
武
道
経
験
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
少
林
寺
拳
法
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

研
修
セ
ン
タ
ー
に
着
い
た
瞬
間
に
他
の

参
加
者
か
ら
合
掌
礼
で
迎
え
ら
れ
た
時
は

と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）。

　

少
林
寺
拳
法
は
「
中
国
の
武
道
」
と
い

う
の
が
第
一
印
象
で
す
。
ど
の
武
道
に
も

言
え
る
こ
と
で
す
が
、
所
作
が
多
く
手
順

を
追
っ
て
型
通
り
に
や
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
研
修
で
少
林
寺
拳
法

は
日
本
の
武
道
で
技
の
組
み
合
わ
せ
の
自

由
度
が
高
く
、
柔
軟
な
発
想
で
手
段
や
方

法
が
選
択
で
き
る
と
こ
ろ
が
教
材
に
適
し

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
中
村

講
師
の
音
楽
を
活
用
し
た
授
業
を
実
践
す

る
こ
と
で
生
徒
に
「
少
林
寺
拳
法
っ
て
楽

し
い
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
な
ど
、
授
業

を
す
る
上
で
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
が
も
ら

え
ま
し
た
。

―
―
必
修
化
指
導
書
に
つ
い
て

　

日
本
武
道
協
議
会
発
行
の
中
学
校
武
道

必
修
化
指
導
書
は
前
任
校
で
剣
道
編
に
は

目
を
通
し
ま
し
た
が
、
少
林
寺
拳
法
編
は

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際

に
担
当
す
る
単
元
種
目
に
し
か
時
間
が
割

け
な
い
の
も
現
状
で
す
。

　

自
分
が
指
導
す
る
立
場
に
な
る
こ
と
を

思
う
と
今
以
上
に
何
倍
も
勉
強
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
配
布
さ
れ
た
指
導

書
で
知
識
を
自
分
の
中
に
落
と
し
込
ん
で

し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
外
部
講
師
の
活
用
に
つ
い
て

　

球
技
の
単
元
の
時
に
外
部
講
師
を
活
用

す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

武
道
で
は
外
部
講
師
に
頼
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
少
林
寺
拳
法
の
授
業
を
行
い
ま

す
が
、
今
の
と
こ
ろ
外
部
講
師
に
頼
ら
ず

自
分
一
人
で
授
業
に
挑
戦
す
る
予
定
で

す
。
普
段
か
ら
生
徒
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
て
い
る
で
、
少
林
寺
拳
法

の
授
業
で
も
楽
し
く
実
践
で
き
た
ら
と
思

う
と
不
安
よ
り
も
ワ
ク
ワ
ク
感
の
方
が

勝
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

―
―
授
業
に
向
け
た
準
備
に
つ
い
て

　

現
在
２
年
生
の
担
任
を
し
て
い
ま

す
。
本
校
は
１
年
生
が
６
人
、
２
年
生

が
17
人
、
３
年
生
が
11
人
の
小
規
模
校

で
、
保
健
体
育
科
教
員
は
私
だ
け
な
の

で
、
全
学
年
の
授
業
を
受
け
持
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
少
林
寺
拳
法
を
３
学
期
に

６
～
８
時
間
の
予
定
で
年
間
単
元
計
画

を
作
成
し
ま
し
た
。
全
校
一
斉
実
施
も

検
討
し
ま
し
た
が
、
学
年
別
の
指
導
で

少
林
寺
拳
法
の
よ
り
深
い
学
び
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
回
研
修
会
で
学
ん
だ
「
少
林
寺
拳

法
で
伝
え
る
こ
と
」「
少
林
寺
拳
法
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
」
は
何
か
を
考
え
、
配

布
さ
れ
た
資
料
を
参
考
に
、
少
林
寺
拳

法
の
教
え
や
技
法
を
自
分
な
り
に
生
徒

に
伝
え
た
い
で
す
。
特
に
勝
敗
が
重
要

で
は
な
い
と
こ
ろ
な
ど
は
少
林
寺
拳
法

な
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
本
校
で
は
体
育
を
苦
手
に
し
て

い
る
生
徒
が
少
な
い
の
で
、
学
び
の
中

に
遊
び
を
取
り
入
れ
、
生
徒
が
楽
し
め

る
授
業
が
展
開
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

横山駿太（30）教諭
北海道南富良野町立南富良野中学校

参
加
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

参
加
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
生
徒
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
を
第
一
に
」

「
生
徒
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
を
第
一
に
」
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ニュース　小学校空手道体験授業

児
童
た
ち
は
「
エ
イ
ッ
！
」
と
元
気
よ
く

発
声
し
な
が
ら
拳
を
突
き
出
す
。
全
日
本

空
手
道
連
盟
の
日
下
修
次
顧
問
は
「
児
童

た
ち
は
他
教
科
の
授
業
で
は
『
大
き
な
声

を
出
す
な
』
と
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
空

手
で
は
大
き
な
声
を
出
せ
て
児
童
は
気
持

ち
が
い
い
の
で
す
よ
」
と
胸
を
張
る
。

　

最
後
に
日
野
会
長
が
演
武
の
手
本
を
行

い
た
い
児
童
を
募
る
と
８
名
が
元
気
に
挙

手
。
力
い
っ
ぱ
い
に
基
本
的
な
形
を
行
っ

た
。
日
野
会
長
か
ら
「
稽
古
の
終
わ
り
に

は
『
お
互
い
に
礼
』
を
し
ま
す
。
な
ぜ
『
お

互
い
に
礼
』
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と

質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
続
け
て
「
武

道
は
先
生
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
仲
間
か

ら
習
う
こ
と
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。
お

友
達
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ

う
」
と
説
明
が
あ
り
、「
講
師
に
礼
」「
お

互
い
に
礼
」
を
し
て
授
業
は
終
了
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
日
野
会
長
の
空
手
歴

な
ど
に
関
す
る
質
問
や
、「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
る
な
か
、「
本

物
の
蹴
り
が
見
た
い
！
」
と
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
出
さ
れ
た
。「
現
役
の
選
手
だ
と
蹴

り
の
力
は
700
㎏
相
当
で
す
」
と
日
野
会
長

は
解
説
。
指
導
者
た
ち
の
す
ば
や
い
蹴
り

が
披
露
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
目
を
丸
く
し

な
が
ら
大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
。

大きな声で「エイッ」大きな声で「エイッ」

　

授
業
は
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）
の
時

間
と
し
て
実
施
。
菅
沼
直
樹
教
諭
等
２
名

の
教
員
と
と
も
に
、
日
野
市
空
手
道
連
盟

の
日
野
正
剛
会
長
他
４
名
が
指
導
し
た
。

　

初
め
に
日
野
会
長
が
空
手
の
歴
史
な
ど

を
説
明
し
、
日
本
武
道
協
議
会
が
作
成
し

た
『
中
学
校
武
道
必
修
化
指
導
書
』
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
（
空
手
道
）
を
視
聴
し
た
。
中
段
突

き
な
ど
の
映
像
が
流
れ
る
と
児
童
た
ち
の

中
に
は
思
わ
ず
拳
を
繰
り
出
す
者
も
お

り
、
興
味
津
々
の
様
子
だ
っ
た
。

　

実
技
で
は
立
礼
・
座
礼
の
次
に
立
ち

方
、
拳
の
握
り
方
、
受
け
・
突
き
と
続
い

た
。
突
き
の
一
斉
指
導
で
は
、
菅
沼
教
諭

の
大
き
な
掛
け
声
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

気合を込めて中段突き気合を込めて中段突き

　

10
月
６
日
、
東
京
都
日
野
市
立
日
野
第
七
小
学
校
で
空
手
道

の
体
験
授
業
が
行
わ
れ
た
。

　

日
野
市
は
２
０
２
１
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
空
手
選
手
団
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
５
年

間
の
計
画
で
、
日
野
市
空
手
道
連
盟
の
協
力
の
も
と
市
内
全
17

の
小
学
校
で
空
手
道
体
験
教
室
を
実
施
。
本
年
度
は
５
月
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、
合
計
で
４
〜
６
年
生
約
１
６
０
０
名
が
体

験
を
予
定
し
て
い
る
。
日
野
第
七
小
は
13
校
目
と
な
っ
た
。

　

取
材
し
た
体
験
授
業
で
は
、
５
年
生
の
２
学
級
63
名
が
参

加
。
児
童
た
ち
は
初
め
て
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
元
気
な
掛
け

声
と
と
も
に
、
中
段
突
き
を
行
っ
た
。

日野市立
日野第七
小学校

日野市の全 17 小学校で 空手道体験授業
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◀�全日本空手道連盟の空手道授業の冊子２
冊。左が児童・生徒用（見開きカラーで
空手道について概要を掲載）右が学校用。
ともにQRコードをつけて動画で解説

　

授
業
終
了
後
、
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
っ
た
。

―
―
授
業
を
振
り
返
っ
て

日
野
会
長
「
子
ど
も
た
ち
は
吸
収
が
す
ご

く
早
く
、
興
味
を
持
っ
て
授
業
を
受
け
て

く
れ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
少
し
ず
つ
、

分
か
り
や
す
い
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

菅
沼
教
諭
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
で
は
児
童
は

一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
や
り

た
い
と
思
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
向
か
い
合
っ
て
礼
を
す
る
こ
と
な

ん
て
他
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
照
れ
く
さ
そ

う
に
し
て
ま
し
た
。
先
ず
礼
を
行
い
そ
れ

か
ら
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
」

―
―�

小
学
校
で
空
手
道
を
や
る
こ
と
に
つ
い
て

大
西
浩
之
校
長
「
空
手
の
授
業
後
、
退
館

時
に
挨
拶
を
普
段
し
な
い
子
ど
も
た
ち
が

積
極
的
に
礼
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
で
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
と
な
る
中
、

対
面
で
の
礼
儀
を
大
切
に
す
る
の
は
武
道

の
良
さ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
」

―
―
日
野
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

大
西
校
長
「
日
野
市
と
し
て
オ
リ
・
パ
ラ

教
育
の
レ
ガ
シ
ー
の
中
の
一
つ
が
空
手
で

あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
」

―
―
子
ど
も
た
ち
の
体
力
低
下
に
つ
い
て

大
西
校
長
「
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
た
ち
の

体
力
が
低
下
し
ま
し
た
。
一
番
は
体
幹
が

弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
武
道
で
は
、
立
つ

姿
勢
や
足
を
出
す
姿
勢
な
ど
で
体
幹
も
鍛

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」

―
―�

日
野
市
空
手
道
連
盟
の
体
験
授
業
の

協
力
体
制
に
つ
い
て

日
野
会
長
「
社
会
人
か
ら
学
生
ま
で
の
約

20
名
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
１
校

に
つ
き
３
名
か
ら
５
名
の
万
全
の
体
制
で

行
っ
て
い
ま
す
」

先生に教わり、友達の演武で学び、終わりは礼先生に教わり、友達の演武で学び、終わりは礼

右から大西校長、菅沼教諭、日野会長、手前は日下顧問

■
授
業
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■
授
業
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◀ �DVDを視聴しながら思わ
ず動画と同時に突きを繰
り出す児童たち

▼�授業後の退館時に礼を行
う児童たち
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